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豆．緒 欝

　毘虫の性機能が如何なる水ルモン機構によって規定されるかの問題に麗しては多数の

研究があるが，未だ決定的結論は見串されて居ない様である。即ち，V・B．　W檎9玉e3w－

orth（1936）はRlzo4，2露6s及び　Tが碗0722σを日野・て研究した結果，成虫のCo「Po「a

a1三ataが性機能に関係するホルモンを分泌することを述べて居る。更に，1．　G．　Weed

σ936）は躍2Z翻oρZ猫　域が6物3磁傭を材料に用いて概憎した結果，　CGτpora　a1－

1醜aが卵の正常な発育に必要であるばかりでなく，Ov三ductsのG1鋤dular　portio貧

の分泌作用にも影響すると述べて居る。Pfeiffer，　L　W．は柳川¢砂Z％3ゴ静6ダ6％6－

2σ1∫sでの研究の結果，卵細胞の，卵黄蓄積開始までの発育はCorpora　a11就aの有無に

関係なく進むが，それ以後の発育はCorpo撒a玉lataなくしては為し得ないことや，終

には卵細胞は退化吸収されてしまうこと等を述べて居る。P伽gfelder◎．（1939）は

P珈砂％s螂。プ。ε％3での研究の結果，第4，第5，第6齢の幼虫のCorpora　a11就aを

除｛飢ても何等の変化なく成虫となり・生殖器にも金然異常を生せ藁産5i茸された卵

からは正常の幼虫が感化することを述べて居る6他方，第L第2，第3齢でCo⑳◎τa

ana捻を除去すると，生殖器の発育は異常を呈することを述べて居る。　Vo9七，　M．（19

40）は双々蠣Dダos砂砺Zα　ク麗Zα溺8σs柳及びDダ030ρ薄鍋∫癩⑳7おを実験材料と

しての碕究の結果，Ringd痴seが卵巣のi発育を規定するホルモンを分泌するのである

が，此のものは幾分脳にも移行するものでもあり，又そのホルモンは種に依って特異性

があると述べて居る。福田宗一博士（1939，1944）は家蚕についての研究の結果，』CQエー
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POfa　allataはGo鍛adのMatura㌻圭鱒に対しては重要でないと結んで居る・

　以上の研究の結果け必ずしも一致して居るとは思われないが，概して言えばColpora

alla松が性機能に関係するホルモンを分泌すると言ふ実験結果が多い様である。筆癖が

クロスズメバチ　物3加Zσ　Z6ω♂s22（CAMERON）の女王蜂と働蜂との生殖器を解舗

学的に調べて見たところでは（高松，1947），卵巣その他生殖に関係する器官の発育程

度には，差を見幽すことが出来たが，．その本質に於ては何等の差異を見出すことは出来

なかった。此の両者の発育程度の差異，換言すれば，』 莱､蜂は産卵能力を有するが，働

蜂は，通常の揚卸，その機能を持たない，と言う此の性機能の差異が如何なる機講に依

って決定されるかを究明せんとしたのが，本報文である。

　Vespidaeに関する此の種の報文は，筆者は未だ知らない。只桑原万寿太郎博士（1947）

は，樹蜂女王蜂の形質要因，（1），（のに於て次の如く結論して居る。即ち，蜜蜂女

王蜂の決定要因は鰐化直後から比較的過剰に給飼され，第3回目の脱皮の時期に甚だし

く多量に給飼されることである様に思われる。之は寧ろ女王蜂への給飼法が蜜蜂のより

古く獲得した給飼行動であり，過少に給餌されることによって働蜂が出来たと考へる方

が妥当だと考えると述べ，蜜蜂の行動習性方面より女王蜂形成要因を分析的に究明して

居る。

　稿を進めるに当り，本研究の当初より，種々御懇篤なる御指導を賜りたる恩師平岩馨

邦博士に対し衷心より感謝の意を表す次第である。爾，文献その他種々御指導を賜りた

る江崎悌三博士，石森直人博士，安松京三博士，三宅朝嵐博士，高島春雄氏，徳永千代

子博士に対し厚く謝意を表する次第である。

　実験を進めるに当り，長野県立農林専門学校長草刈虎雄先生より種』々激励の御言葉と

御便宜とを与えられ1僧藤千明，中沢三男の両君よりは心からなる御緩勒を賜りたるこ

とを記し，以って感謝の意を表する次第である○

賢　一　敲　習　性

　9月より11月の候に生じた薪女王は，1度離蔑するや帰巣することなく，天気平穏な

小春日和に，アカマツ林，カラマツ林或はスギ林等の臼当の良い隠所で沢山の雄蜂と翅

音を立て＼飛び交え，やがて交尾を完了するのであるが，交尾は女王蜂及び雄蜂が枝梢

等に静止の状態にて行われる。この交尾の最も盛んに行われる・時期は10月中旬から猛月

中旬頃までゴある。交尾完了後は個々別々に越冬場所を探して，越冬に入るのであるが，

集団的越冬をなさず，1頭1頭別々に越冬する様である。

　　　　　　　　　　　　　　　第　　！　　表
　　　　　　　　
諸面輪・、81・1・・i・・i・2卜榊5｛・6i・掴・gr2刺22i23i・・i25i禽鑑

蕪lll；ilililli；／llll！il；lllillll｝lll；轡／lill：i 334．5
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　第1表は1947年11月5日より同11月25日までの21日間毎日午前6時より午後5時半ま

で，営巣口の薪女王の出入状況を調査したものである。晩秋に於ける新女王の離巣性は

本四に依って明かである。即ち，薪女王の離二三は回る程度の週期性を示すことが知ら

れる。このことは後にも述べる様に，女王蜂の産卵習性と関係があるものの様に思われ

る。即ち，女王蜂の産卵は日々下おれるのでなく，留る乱丁を置いて産卵するものと思

われる。叉，前述せる如く，1度離巣するや，再び帰巣しないことは第1表によっても

明かである。
　　　　　　　　　　　ほ　交尾した新女王は11月中，下郁こ越冬揚所に潜入して，越冬に入るのであるが，越冬

揚所はミズナラQ％酵傭S　O擁3ρ詔σ，クヌギQ％θ70Z薦　α0観ゼ5舘鴛Zσ，カシバQ％磁0郷

46窺薦α，アカマツP勿％S　4醜SがZO7α，カラマツ五α擁κ　琵力6016ρお等の大木の腐朽

した樹幹の空洞，堆積した蘇苔類の中，或は堪積した落葉中等に1～2匹宛潜在して居1

るのが普通である。三三合に依っては田圃の稲藁や刈草め堆積してあるところ，熊笹の

中，麦藁豊の屋根の中等に口器でしっかりと喰い付いて越冬して居るのも，聞々見受け

るところである。

　此くして翌年4月下旬になると，薪女王は再び活動を開始するのであるが，勿論最初

は単独で営巣に取りかXるのである○巣は平坦地にも造られるが，蓋して書えば，繭南

に面した，乾燥する暖い傾斜地に多い様である。原野と出林とは何れも大差はないが，

然し，草原や，高さ1丈以下の薪炭用雑木林中に最も多く見田されて居る。

　大多数の巣は土中に営まれて居るが，中には土藏の厚壁の割躊や，麦藁葺の屋綴の中，

瓦屋根の瓦の下，或は，大木の腐朽した空洞の中（Fig．1）等に見繊されて居る。二

又，竹籔，茅の中，道路の辺の草の申，墓地の石塔の下，石垣の中，大家の縁の下，河原

の砂の中，桑園の中，さつまいも畑の蔓の下等からも発見されて居るQ

　通常，．カラマツ五σ万κ房力601砂げS，アカマツP勿鰯34伽SがZO7’σ，スギCグッρ如勉θガα

ブζゆ0蛎0σ，　ミヅナラ　（2％θグ0％S　Oガερ厩α，　クヌギ　Qπ6フ’036S　α0詔掬麗彫α，　カシバ

Q％ε70％S　68鋭α如，ハギ孟θSカθ429σ　麗ooZO7．　vaτ．伽招7粥64露等の樹皮，枯木の

樹皮，木屑及び電柱等からその材料を運んで居るところがら，此等を主たる材料として

魚巣するものと考えられる。爾，叉，クヌギQ鰐70郷　σ伽傭S∫甥α，クリ0αS如鰐α

勿配溜7薦等の渋多き汗液を持ち運ぶのを見受けるのであるが，このことより，此等の

汗液が二二材料として必要欠くべからざるものと思われる。

　此ぐして薪女王によって，営巣作業が営々として行われて行くので誌るが，クロスズ

メバチは元来湿を忌み，臼当りの良い比較的乾燥する二二を好むのであるから，此様な

条件に適したところに造巣を開始する。ところが，造巣を開始してから，幾βも幾日も

暖くて，三三が続くか，或は叉，空梅雨で降雨が無い様なときには，所謂「巣が焼け」

て，既に自から哺育した幼虫が完全に発育することが困難になる場合がある。かxる二

合には，折角営巣した巣を遂に放棄して，霧の深い谷間の西南に面した傾斜地に移って，

第2回目の巣を造り始めるのである。この第2回目の巣を，クロスズメバチを揉回する

專門家は「二番巣」と称して居る。（此の「二番巣」と謂ふ言葉は識別の画意1こも用い

られて屠るが，このことについては後に述べる。）二番巣を作る年は，女王蜂は2倍の
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労力を費すことになるので，一般に巣が小さく，幼虫の数も少ないので，罐詰製造業者

は凶年であると称して居る。

　此くして，4月中，下旬の候より，営々として営巣に従事した女王蜂によって，働蜂

が生ずるのであるが，働蜂が生じて，このものが野外活動を開始するや，女王蜂は最早

野外活動は行わず，尊ら，女王蜂本来の職務である産卵のことのみを行うに至るのであ

る。その後に於ては食物の揉集も，幼虫に対する給餌も，将又，巣内の管理，造巣，外

敵に対する警戒防禦等一切が働蜂の手に依って行われるのである。

　働蜂出現後は急速に町勢は拡張され，巣は拡大されて行くのであるが，その方法はど

うであらうか。先づ土窩を拡大する為に，働蜂は巣から飛び去るとき，必ず土砂を蜘・・

で飛び去る。勿論，：重い砂は巣の出入ロの近くに巌き出して置くが，その大部分は遠く

一定の距離まで卜えて行って落すのが普通である。此の土砂を運び出す力は実に大きい

もので，！2～13階もの巣盤を営むものになると，径45～50cmの土窩を穿つのである。

　魚群を拡張する場合には，巣の外囲にある弁蓋の内壁を噛み葎いて，之を外側に運び

出し，巣の外壁に粘着させて，その内容積を拡張する。秋末になって，最：早働蜂の巣房

を拡張する必要がない頃になると，5－6月頃に造った上層（第1～3の男帯）の6角

形の巣窩が不明になる程度まで薄く噛り取られるのである。そしてとの下り取られた造

巣材料は女王蜂巣房を造る為に利用されるのである。従って，1◎月頃巣を掘り出して見

ると，上層の巣盤が皿の様になって居る場含が多い。

　4月下旬頃から晩夏にかけて造られた六角形の蜂窩は，その径2mm内外で，此等蜂

窩に育成されるものは全部働蜂である。9月頃になって造られる蜂窩には，その径2．

5mm位のものと，3．5mm位のものとがある。前者には雄蜂が育成され，後者には女王

蜂が育威される。幼虫は化蠣に先立って，口から白色の絹糸を吐き出し，巣窩を蓋うの

であるが，その蓋は働蜂は雄蜂より小さく，雄蜂は雌蜂より小さい。

　8月の中，下筍若しくは，9月上旬蟹，火薬，硝石若しくは，セルロイド等で蜂を麻酔

させて巣を採取するのであるが，その際，巣を取り去った後，働蜂の成虫が多数取り残

されて居る揚合には，更に造巣を開始する。この揚合も造畢されたものに対して「二番．

巣」と嘗う名称が与えられて居る。そして，たとえ女王蜂が取り残されて居なくても，

「二番巣」を作成する揚合がある。か瓦る揚合には，その中の或る者が産卵を開始する。

所謂「働蜂産卵」を開始するのである。此の「二番巣」は，秋末までに，鰹5～7c搬

位の巣守2～3偲が作威されるに過ぎない。

　前述した様に，クロスズメバチの蜂群優勢なるものぱ，秋末までに！2～13段の巣盤を

作成する。この場合，巣盤の造巣時期及びその蜂窩中に育成される蜂の性的種別を示す

と大要次の通りである。

序盤の階数

　1階
　2階
．　3階

　4階
　　5階

皆野造成期 摘 要

4月一ド旬～5月上旬…骨・げ一造巣浮暑重台及～ヅ働蜂育威用
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6～7階

8～9階
10～11階

ユ2～階
　次に二一蜂窩が幼虫飼育の為に何回使用されるかの問題であるが，大体，

でに作成された蜂窩は4二二需される様であり，

される様である。尤もこれは，働蜂育成儒の径2mm位の小形の蜂窩についての観察で

あるが，女王蜂育成罵の大形の蜂窩も，9月中旬頃作成されたものは，同一蜂窩が幼虫

育成の為に，2回使用される模様である。

　高くして，5月下旬乃至6月上旬には第1回の働蜂が出回し，8月下旬乃至9月上旬

には雄蜂が出現するに至る。地理的条件や其の年の気象条件等によって多少は左右され

る様であるが，9月下郁こなると薪女王蜂が出現する。一般に海抜が高くなるに従って，

春期働蜂の出現は遅れるが，雄蜂及び新女王蜂の出現は早められ，駒ケ岳（木曾出脈）

申腹の海抜120G～1300mでは8月申旬に雄蜂が見られ，9月車旬には早くも薪女王蜂が

見られる。山麓地帯に於ては，これより稽々遅れるのが常であるが，これは恐らく，気

温との関係によるものと思われる。

　最後に，極く簡単に，クロスズメバチの採取並びに飼育法を述べて罎く。8月上旬以

後，働蜂が盛んに野外に活動する時期になると，「スガレ追い」と称するクロスズメバチの

弓取法が野外に展開される。元来働蜂の最も活動する時刻は，8～9月の候の気温の高

い時期では，朝夕の比較的涼しい二三であって，この時刻を択んで，「スガレ追い」は行わ

れるのである。曇天又は小雨のときは，日中でも働蜂は活動するが，炎天下に於ける働

蜂の活動は頗る微弱である。此くして，働蜂の最もよく活動する隣刻を択んで，蛙，バッ

ク等の生肉を棒の先に劇し，働蜂の来訪しそうなところに立てて，時の至るを待つので

ある。彼女等の嗅覚は鋭敏であるから，若し，近い処に居れば，閣もなく肉に飛来し，

肉を墜み切り，所謂「肉グZゴ」を造り，之を携えて自分㊧巣へ飛び去る。その際飛び

去る方向が巣のある方向である。飛び去った後，早ければ盆～3分，遅くとも10分以内

に再び働蜂が訪れる。大体に託て，この時闇が揉取者とその巣の所在地との距離の遠近

を示すもので，時間が短いもの程近いところにあるわけである。再び来訪するときは

友を2～3匹連れて来るのが普通である。今度は真綿若しくは木綿の細片を肉塊の1端

につけて飛ばしてやるのであるが，この二三若しくは木綿の細片の大小，その付け方等

は大いに熟練を要するところである。若しも，この真綿若しくは木綿の細片が，少し大

きすぎると，附近の箪木に止まり，綿を咬み切らんとして飛び去らない。此くして，綿

片のつず・た肉塊を携えて飛び去る働蜂を匿標として追跡すると，巣の所在地を確めるこ

とが出来るの℃ある。1度巣の所在地を確めたならば，次に火薬，硝石或はセルロイド

等を巣の繊入口内で燃焼さすのである。その際生ずるガス体によって，蜂は容易に癒酔

されるので，蜂巣の採取は頗る容易である。此くして採取せるものを持ち帰り，所定の

画所に穴を穿ち，その中に台を置き，細き棒を渡して，その上に巣をなるべく自然の状

態に重ね，成虫を入れて土にて蓋い，出入口を1昼夜位封じ危後，開いて置けば」彼女

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（167）5

蹴評　、｝…鵜及び騰成用

名脚無月纂｝…薦轟摘芽餐熱誠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5月中旬ま

　　　　　　　　　　9月中二三作成されたものは2圓使儒
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等は自然に慣れて，営々として営巣にはげむ様になるめである。この際注意すべきこと

は，女王蜂を失わざる様にすることである。若し女王蜂を：失えば最早巣は優勢になり得

ず，次第に衰退し滅亡の運命を辿るのである。

　以下の笑験に使用した材料は，殆ど，此くして採集飼育したものであることを附雷し

て罎く。

猛生殖器及び交尾器の解剖学的構造

　1．材料及び方法
　材料としては，ユ946年8月より11月に至る聞に，駒ケ岳（木曾山脈）山麓横山地籍に

て採集せるもの，及び8月上旬より9月上旬までに野外で採集せるものを実験室前で飼

育し，是等をその用に供した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　方法としては，各蜂共腹部を切断し×10，×20，×4⑪の拡大率をもつ解剖顕微鏡の下

で，一々丁寧に腹部の腹板及背板を除去し，内臓及び交尾器のみとなりたるものを，約

0．2％のMethylene　blue水溶液中に2㌍3分聞投じ，その後水洗し，前記倍率をも

つ解剖顕微鏡下に於て，解剖し且つ観察を行った。

　絢，無染色のものは，内臓が一様に乳白色を呈し，観察には甚だ困難であり，一方又

Methy玉e船bl眠eの水溶液中に長く浸漬したものは，これ叉一様に緑黒色に濃染され，

観察には不都合であった。結局，約0．2％のMe磁ele穀e　b｝ue水溶液申に2～3分闇浸

漬し，後水洗し，然る後解剖，観察したものが結果に於て最も良好であった。

　2．観察結果

　　A．雄蜂
　Fig．2は雄蜂の生殖器及び交尾器の背面図である。図によって明かなる如く，左右2

ケより成る睾丸が認められる。畢丸は極めて薄い膜に依って被われ，その外形は鱗形に

近い楕円形を呈して居る。之の薄膜は車引針にて容易に破られる。而して，膜の内部は

睾丸小胞Test量。風ar　folliclesより構成されて居る。睾丸小胞は，図によって明かなる

如く，小盲管である。左右め睾丸は，夫々2葉に集合せる畢丸小胞より構成されて居る

のを認めることが出来る。睾丸より導かれた細い輸精管は貯精嚢の先端に連絡して居る。

貯精嚢は，染色せざる状態に於ては，乳白色の膨大なる嚢であって，〔く〕字形に相向合

って轡蒸して屠る。．貯精嚢は，その末端に於て，図の如く，附属腺に合して居る。附属

腺は貯精嚢と同様，乳白色を呈し，〔へ〕字形に轡曲して居るが，無染色の状態に於て

は，貯精嚢よりも稻々淡色である。附属腺の合流を得た貯精嚢は射精管となり，交尾器

に附属する筋肉中にて左右相合し，Sp批haに相連絡するのである。射精管は輸精管に

比較して，丁々肥厚した乳白色の管である。

　雄蜂の第7腹節背板は，Fig．4に示す様な形態を呈し，女王蜂及働蜂の最終腹板の3

角形を呈すのとは全くその趣きを異にして居る。第9及び第10腹節背板は腹板と合して，

堅固な交星器を形成して居る。若し吾入が，性的に充分成熱した雄蜂を指にて嫡むとき

は，第7腹節背板より，交尾器を体外に突出して，撰握器を，丁度鋏の様に開閉するの

を観察することが出来る。交尾器の先端に近い背面に，内方に向って突出する1対の鈎
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が存在する。此の鈎は先端頗る鋭利であって，握握器全体が丁度釘抜きの如き状態を呈

して居る。その中央に長くSpathaが突出して居る。更に鈎より先端部には，Spa℃haを

挾んで，左右より胴対話する2対の鍬形状の突起がある。即ち，2対の鍬形状の突起は，

その中央にSpathaを包藏し，その中，内側のものは，前述した内方に三三って突出す

る鈎よりも基部の部分の内縁に多数の毛を生じて居る。特に，その基部中央に於て，比

較的三毛を密生して居るのを観察することが出来る。2対の鍬形状の突起の中，外側の

ものは鈎よりも先端に減て，内外縁に多数の一毛を生じて居る（F19・2，　Fig・3）。

　更に，交尾器先端の背鰍こは，Fig。2に見られる様に，　Spathaに接して，逆コンマ

状を呈するSag圭漁が！対附属し，　Spathaの末端を背薗より刻詞『るが如き観を呈し

て居る。Sag砒aも亦周囲に長毛を密生し，腹面より観察するときはSpathaを透視し

て観察することが出来る。

　Spathaの位置は斑9ユ及び2に依って観察される様に，交尾器の申央にある。その

構造はFig．5に示される様に，球桿状を呈し，その球状部の基部に，2ケの突起物が

斜側方に突出して居る。その突起物の基部半面中央に醐孔がある。Spathaの基部より

之の開孔に至る闇の腹葡正中線に縫合線が認められる。Spathaは全体として黄金色を

暴しで居るが，先端部，即ち，球状を呈して居る部分は稽々黒色である。桿状部背薗に

は，特に黄金色の光沢を有する細い薄板が添加されて居り，Spathaを背面より強化し

て居るかの凹き観を量して居る。

　　B，女王蜂及び働蜂　　　　　　　　　・

　女王蜂及び働蜂の生殖器及び交尾器の基本的構造は全く詞一である。従って，こXで

は先づ，女王蜂の生殖器及び交尾器の構造を記述し，然る後，女王蜂との比較に於て，働

蜂の生殖器及び交尾器の構迭を記述することにする。

　女王蜂の解剖に当って，先づ，最初．に注目されることは，雄蜂或は働蜂と異なり，、脂

肪沐が顕著に発逮して居ることである。この事突は越冬その他女王蜂独特の習性と闘係

がある様に思われる。

　卵巣は左右共夫々6本の卵巣小管Ovariolesより成り，左膚6本の卵巣小管は・夫々

1束となって長く伸び，その中央に消化管を挾み，更に，左右相合して1束となり，延

々と伸びて，端懸Terminal　t鍍eadに終って居る。秋期，成虫化した直後の材料では，

揚卵した様子なく，卵巣小管はFig．6に示す如く，暴部のみ膨大して，恰も，瓢箪を

策ねたるが如き感を呈して居り，卵巣小管の大部分は爾結合して，！束の紐の如き感を

呈し，腹部内を蠕閉して居る。総輸卵管，即ち，子宮は著しく癸達して，左右別々に膨

大し，その中央に幾分くびれを表して居る。その下部，即ち膣の部分も著しく発遮して，

薩卵管の基部に開回して居る。

　膣Vaginaの基部近くに，細管を以って連絡する，腎臓形を呈する乳白色の嚢状物

を語めることが出来る。即ち，受精嚢Sperma伽caであって，　Fig．7に示す如き形態

を呈し，　2本の附属腺Accessory　glaRd　が，膣に連絡する細管＝の基部に開湿して居

る。此の附属腺は乳白色の短紐状を呈し，多少蠕曲して居る。

　更に卵巣に相接して，頗る発達した円形の嚢を認めることが出来る。この嚢も卵巣と
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　その開孔を一にして居る。この嚢は，働蜂のものと比較して，女王蜂のものが著しく膨

　大して居り，藪と先端に総れがある（Fig．6，　Fig．7）○此の嚢は，働蜂に於てはアルカ

　リ腺Alka玉i　glandとして作始し，女王蜂に点てほアルカリ腺として作用する一方，叉

　交尾嚢Copulaloてy　pouchとして作用するものである。

　　受精嚢と縮接して，類円形を呈する稻々硬い，比較的顕著な嚢が認められる。即ち，

　二二Poison　sacであって三二1こは，頗る長い紐状を呈する毒腺Acid　giandがその

　先端に開孔して居る。毒腺は基部より先端に至る程幾分肥大して居る。又，二二の壁は

　4葉より構成されて居る。この二二も膣，交尾品等と同様，産卵管（毒針）の基部に開

　訂して居る。　　　’　　　．　　　　　　　　　　　　　　　．

　　以上述べた女王蜂の内部生殖：器と働蜂の内部生殖器とを比較するとき（斑g．6，Flg、8），　　’

　働蜂に於ては卵巣が署しく貧弱である。卵巣小管が夫々短かいばかりでなく，卵巣小管

　末端部に於ける癸達状況は頗る低度である。働蜂に於ける，この卵巣の低度の発育状況

　は，寧ろ，働蜂と書う社会生活より来たる高宮の退化と見るのが，妥当と考えられる。

　此の如く，退化と見倣すのが妥当と考えられるまつの現邸お個体によって卵巣（卵巣，

　小管）の発育程度に可成りの段階が見られ，隔る個体では極度に不発育（即ち，退化？）

　のものがあり，又，照る繍体ではかなりの程度にまで発育して居るものがある，と書つ

　た状態で，一概には誓えない点である。

　　三宮及び膣の発育も亦，女王蜂のそれ等に比較して，働蜂のそれ等は発育甚だ不充分

　であって，活動して居ない様である。アルカリ腺（交尾嚢）及受精嚢も癸育不充分であ

　り，特に交尾嚢（働蜂にあってはアルカリ腺の名称が妥当と思われる○）は女王蜂の如

　く，その先端が擬宝珠状に祀れて居ない。然しながら，毒腺及び毒嚢はよくi発達して居

　る。前述せる如く三種に於ては，女王蜂及び働蜂共にその毒腺は分岐して居らず，且つ，

　毒嚢に接する基部は稿々細く，先端に近づくに従って，次第に肥大して居る。毒嚢は女

　王蜂の場合の様に，働蜂の二合に於ても，4葉の筋肉壁より構成されて居る。

　　次に，女王蜂及び働蜂の交尾器についてであるが，この部分の拡大図がFig・9であ

　る。Fig．9は働蜂の陰板及び毒針を二面より観察した図であるG陰撚網。対の表皮性骨

．板によって竪國に構成されて居る。筆者は便宜．ヒ，腹側爾に位乱するものより順次第1，

　第2，第3及び第4陰板と称することにする。第1三板は伸長して毒針を入れる鞘を形

　成して居る。その鞘の表面は長言を以って疎に被われて居る。生体に去ては，毒針は殆

・ど全部鞘の中に納って居るが，死んだ材料では，毒針は鞘より外に離れて居るのが常で

　ある。此の第1陰板の背方に，左右夫々第2陰山，更にその二方に第3陰板が添加され，

　旧記方に第4陰板が蓋ふが如く添撫されて居る。此の第4陰帳は他の陰雲よりも弥々長

　く伸長して，毒針を納める第ユ陰板：の訴状部を背振より支持するかの如き観を呈して居

　るQ而も此の伸長部は，毒針を入れる鞘状島影ではないが，やはり疎に短毛を生じて居

　る。

　　これ山陰板の結合状態は，生きて居る材料と，死んだ材料とでは，大変その趣きを異

　にして居る。即ち死んだ材料では，その結合状態が一般に遅緩し，外観上，別物の如き

　紅絹を呈する揚合が少くない。然しながら，充分観察するときは，各陰板の移動によ
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つて，その関係的位置を変化し，従って全体として，外見上，別物であるかの如き様相

を湿して屠るものであることが認められる。毒針（産卵管）は第1討尋の基部に附着す

る筋肉によって，伸縮する『華麗になって居る○

lV・生殖器及び刺蟄閣係器官の組織学的構造

　　ユ、．　材料及び方法

　　材料；1947年8月中旬，駒ケ岳（木曾山脈）山麓にて採集したものを，研究窒前の土

　中出ゲ人工巣箱中にて飼育して，実験の材料に供した。他方，野外にて採集し吟ものを

　も，直接実験の材料に供した。　　　　　　　　　　　・

　　方法；圃定液としては，主としてBOuin　P氏液及びKahle事誤を用い，1部には

　Champy溶液も温いた。上記必定液にて固定後，外骨儲を一々丁寧に除去した。然る

　後，普通のパラフィン切断法に依って，6～8z碍こ切断しHeidenhaiぬ，s　Iron　Haem－

　atoxyli且，　Delafie14，s　Haematoxy11n及びEosinによる2重染色法にて：夫・々染色し，

　Xア101を経てBalsamにて封入して観察した○観察の結果は，此等固定液の相違に依

　つて，微細の点については多少差異が見出されたが，然し，本実験の目的からすれば大

’差なく，．略々岡様であると三って差支いない。染色法について一鷺すれば，Heidenhai難，s

　王ron　Haema捻xy昼nに．よる染色がDelafield’s蕪aematoxy玉i叢：及びEosinによる染

　色よりも，結果は良好であったQ挿図は総てアッペの描写器を用いて，出来得るだけ正

　確に描写した。

　　2．観察結果

　　　A．雄蜂

　　　　睾　丸Testis

　　前述し驚通り，睾丸Testis嫡赤く薄い睾丸皮膜によって包まれ，その中に多数の盲

　管，即ち，墨壷小胞Tesヒicuねr　follic玉esを認めることが出来る。睾丸小胞は，左右の

　睾丸共，睾丸小胞内に於て，夫々2葉に集合し，そこよ？2本の小品卵管Vasa　e臨ご一

　entiaに回り，此の小輸卵管は睾丸皮膜内セこて2本目合し，輸精管Vas　defereRSに蓮

　つて居る。飛9．10は睾丸小胞の末端部近くの横断面図である。此の部分は単細胞層よ

　り成るEp鰻1eliumによって取囲まれ，その内部にFollic　ular　cellsによって取囲まれ

　た生殖細胞Gem｝魚a玉cellsが多数認められる。然しながら，成虫に出ては，既に，型

　的な精虫形成は完了したものx如くであって，Fig．ユ0に観察される様に，生殖語録は

　退化しつつあるかの如き状態を示して居る。睾丸小胞4）皮膜細胞Epi宅helia玉ce11Sは

　F五9．ユ0に示される様に，それ等め中に型的な核を明瞭に認めることが繊来る。Fig．11

　は睾丸小胞り基部，即ち，Vasa　e晩re耽iaに連る部分の横断颪拡大図である。　Vasa

　e晩rentiaの最外屡にHaematoxylinに依つ比較的濃く染められる強圏な皮膜があり，

　その内側に，発達したi環状筋があり，翼にその内側に，繊毛を密生する細胞属がある。

　Tes七icular　follicles彰ま，之に皮膜及び繊毛細胞層を貫通して，　Vasa　e晩rentiaの中

　央腔処に連って居る。Vasa　ef£efe難tiaとrresticular　fo11まclesの接合部近くには，多

　数の精子Spermatozoaが認められる。　Spermatoz◎aは400～90◎倍程度の倍率に於て
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は，顕微鏡下に，懸三物の集合の如くに認められ，頭部，頸部及び尾部を明瞭に区別す

ることは困難である。Tes乞ic磁ar　folliclesのFo11℃磁lar　cellsの核及びVasa　ef£6r－

entiaの鞭毛一生縞胞の核はHaematoxy1燈によって濃染されるが，　Tesむic朧ar　fo－

Uiclesの皮膜細胞内の核及び此等Testicutar・folliclesの間を埋める結締組織の核は

前者に比較してHae搬aヒoxy亙勧類に評して濃染されない特徴を持って居る。　Sperlna－

tozoaの集合が横断された部分（F噛．ユ2）は点々の集合として観察される’。　Tes’tiCular

folliclesやVasa　ef£ere貧tiaの閥を埋めて居る結締組織の蔀分はHae磁atoxyl薫に依

って他の部分程濃染されないし，且つ又，織維の走る方向も一定して居ない（F19．12）。

　　　輸精管Vas　deferens

　VaSa　ef蒼eren七iaよりVas　deferenSに移るのであるが，此の部分の組織学的構造は

Fig．葦，　Figユ3及びFゴg．盗に示されて居る。その大要は次の如くである。即ち，最

外層に薄い皮膜Outer｝3pi癒e撫mがあり，その内側に順次，縦走筋層，環状筋層及

鞭毛起生細胞層がある。最外層をなす縦走筋層は比較的薄いが，規則正しく，一様に癖

列されて居る。その内側の環状篇層には，所々に細胞核が認められる。此等の筋肉細胞

は，何れも平滑筋繊維である。最内層を形成して居る鞭毛起生細胞層は，内腔に向って

規則正しく鞭毛を生じて居る。而して，細胞層は内外2麟に濃縮されて居り，その！つ

は基部にあり，他の1つは内腔に面する部分に存在する。この両者は夫々輪を形成して

居る。核の大部は内側，即ち内腔に面する細胞質凝望に認められるが，鞭毛基部の細胞

質環中にも認められる。内腔には分泌物が認められる。此ρ分泌物の機能がSpemユa宅一

〇zoaの栄養に関係を有するものであるか，或はSpermatozoaの運動を円滑ならしむ

るものであるか，その何れであるかを，筆春は，今直ちに断定を下すことは困難である。

　　　貯精嚢VasiCt・三a　semiRalis

　Vas　deferensに続く，比較的膨大せる〔く〕字形に轡織せる部分がVasicula　sen1－

inalisの部：分である。　F五9．14は此の部分の縦断薗である。此の部分ではVas　deferens

’に接する．上半部と，射精管Ductus　elaculatoriusに接する下半部とでは，幾分その構

造が異なる点がある様である。即ち，上半都では，発達せる皮膜の内側に，縦走筋があ

り，更に，その内側に，鞭毛起生細胞履がある。この鞭毛若生緬胞燭の下部に顧をなし

て核が排列し，そめ部分より内腔に向って，鞭毛が略々平行して，起生して居る。而も，

此の鞭毛塾生細胞層の先端近くに，多数の小さい核が認められる。内腔には，毛髪様状

態に多数の精子が貯えられて居るのを認めることが出来る。Duc箪s　ejacul説◎riusセこ

接する下半部が上半部と異なる点は，上半部では縦走筋が発達して居る代りに，下半部

では環状筋が比較的顕著に発達して居ること，並びに，鞭毛群生細胞覇の内々に藤す

る側に小さい核が存在しない点などである。Spermatozoaの貯えられて居る量は上部

に多い野合もあり，下部に多い揚合もあり，又，全内膣が完全に満されて居る丁合もあ

る，と言った具合で，必ずしも，一様ではない。此の鞭毛下生細胞中に多数の精子が頭

部を挿入して居る点より考えて，恐らく，鞭毛起生細胞は精子に栄養を供給するものと

考えられる。

　　　附属腺L　Accessory　gland



No・2　ク揖スズメバチγ6sρ14～α1θ2〃’sゴ’（CAMEROR）の性応能決定機構に関する研究（173）11

　Accessory墓land毒可成り膨大な管である。この管は前述せる通り〔へ〕字形に轡

曲せるものである。最外層に皮膜があり，中央に中央腔がある。この両者闇を放射状に

細長い細胞が排列して居る○核は比較的大きく，癒も核の存する位置は周辺に近く，

略々1列に環状に排列して居る。此の核は大形の核であるが，此の核の他に，小形の核

が，剥く少数ではあるが，中央腔近くに存在する。細胞質は一般に，周辺から申央腔に

向って，流れて居り，周辺の皮膜に接する部分及び大形な核の周囲の部分重びに中央腔

の部分を除いては，Haematoxylinに依っては殆ど染色されない。各細胞より，中央

腔に尚って分泌物が次第に滲出して来る模様が窺知される。中央腔には多量の分泌物が

存在することは，固定材料に依っても観察される（窮9．ユ5）。

　　　射精管Duc七us　ejaculatorius　売

　Duc撫s　ejacu玉atoriusはAccessory　glaRd及びVasicula　semina11sに連る左右

1対の轡である。此の左右1対の管は交尾器内のSpathaに入る直前に於て合一するの

であって，それまでは左右別々に通じて居る。その構造は次の如くである。即ち，最外

側に薄い皮膜があり，その内側に環状筋層があり，更に，その内側に，中央膣に向って

放射状に排列する可成り厚い柔組織の層がある。中央に存する中央腔は比較的小さいQ

さて，皮膜は極度に薄いが，その内側に存する環状筋層は可威り良く発達し，処々に核

が認められる。その内側に存する燭は，夜わば髄質とでも称すべき部分であって，細胞

は放射撫と排列し，細胞質は，中央腔に接する部分程，濃縮されて居る。核は大小2型

が存在し，大型のものは，周辺に環状に排列し，小型のものは，中央腔周辺の，細胞質

が特に濃縮して居る部分に，窪々，環状に排列して居る。中央腔には全然分泌物が認め

られない（Fi≦ζ．16，　Fi＄．17）Q

　　　交尾器　Genfヒalia

「前述せる通り，Du・tus　ej・cul・t・・iusはSp・th・に入る1蓬前に於て合一する。この

合一直後の状態を横断面の形で図示したのが，Fig．18である。　Fig．19は更にその後

方，Spathaが2本の側鈎を分出する部分の横断面図である。　Figユ8に依って明かなる

様に，Ductus　ejacui畿or三us　lよSpa施aめ時節正中線の縦溝に接して縦走し，　Spatha

の側鈎を出す部分に開臥して居る。Fig．18に依って明かなる様に，　S晦es（蝶鈎節）

の内側及びその突起，Sagitta等に見られる繊毛はChitin質内の細胞より生ずるもの

であり，恐らく，福経繊維と連絡して居る諸点等より推して，漸騰を鶏るものと考え

られる。Sp就ha，　Cardo及びStipes等も威虫化直後ぱ，それ等の内調達は結締組織で

充されて居るが，時聞の経過と共に，それ等の周囲が次第に硬化するに従って，これ等

の内部組織は次第に退化し，筋肉：或は気管等に附着する極く僅かの細胞を除いては消滅

し，申空となる。老化と共に，この傾向は益々強くなる。

　　B・女王蜂及び働蜂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　卵巣Ovary
　卵巣は女王蜂も働蜂も共に6本宛，計12本の卵巣小管Ovaridesより構威されて居

ることは雨減したところである。各々のOvar三〇1esに就いて，上部より下部に移り変

る過程について，卵の形成過程に従って，その変化を記述することにする。尤も，女王
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蜂と働蜂とでは，その聞の過程に’多少異なる点があるので，先ず，女王蜂について記述

し，然る後，爾者の梢違点を記述することにする。

　女王蜂及び働蜂何れに於ても，0サariolesの先端部は極めて細く，外表面は即く薄い

単細胞層より成るEpithelial　sheathに取りかこまれ，その中には，細胞壁の不明な細

胞質塊中に多数の核のみが認められる。・それより稽々下ると，核の聞にEpi宅helial　sh－

eathと層々直角の方向に隔壁が見られる様になる。この時代の細胞が末分化のOogo一

葺iaである。その核の中には明瞭なChromaも茎n　granuleをもつて居る。それが梢々進

むに従ってOvariolesの太さは増大する共に，　Oogo盤iaの排列形態は破れ，核は次第

に増大すると共に，細胞の形態も多角形になって来る（Fig．21，　A）。然しながら，此

の時代に於ては，未だ明確に卵細胞に発達すべき細胞であるか，或は栄養細胞に癸達す

べき細胞であるか，将叉，Ovarian　follideに発達すべき細胞であるかを区別すること

は困難である。それより，梢々下部に立到ると，此の3者を容易に区別することが出来

る。Fig・21，　Bはこれより稽々下部の状態である。即ち，　Oocy℃eは，細胞の大きさ路

体が極度に発達し，核も亦健金に発達して来る。その周囲に，Epithel娘瓢形成に関与

ぜずして，次第にF◎11ic鷺lar　cells形成の運命にある細胞が存在し，夏に，その外側に，

Nuτse　cellsとして運命づけられた，挙々強大な緬胞の集団が認められる。結局Ovari－

olesの中に見られる3種の細胞はPrlmary　oo9◎錘aから分化発達するものである。

　Fig．21，　Bに示される様にF◎11icular　ceUsによって取囲まれたOGごyteの部分

は，Nurse　ceUsの部分より総れを生じ，而も，　Follic雛1aτcellsはOocyteの上部

に集合せずして，その大部分は，下部に集合するのである。鋤くして，£認chamber

とNutr量tive　chambeτ　とが形成されるのである。但し，£gg　c壼a阻berの上端と

N就r三tive　cLamb就の下端とが相接する部分の申央には，　F◎11ic磁af　cellsが介在せず

して，両室が根封ずる開孔を残すのである。此くの如く発達するに至るや，N蟹se　cells

は急速に容積を増大レ，その核も急激に発達して，その中に，多量のC捻onlatiR　91a一

覧ulesを含有するに至る（Fig．20，　Fig．21B，1Fi露．25）。この時期に継ては，　Nutritive

chamberはEgg　chamb瓠よりも膨大し七居る。又，　Oocy七eの核は瓦蟹Se　cel玉s

の椥こ比較して，等々小形であり，且つ，切片に於て，平滑な輪廓をもつ円形或は携円

形を呈して居るQFollicular　cells　lよNutrまtive　chamberに於ては，極めて薄弱に形

成されて居るが，Egg　chamberに総ては，極めて健全に発達して居る。

　N耽「i1まve　c姦amber内のNurse　ceHsは中央孔を通して，卵細胞に栄養分を供給す

るものと思われるQ従って，初期に於ては，Nutr顛ve　chamberの：方がEgg　c舞mber

より膨大して居るぶ，発育の進むにつれて，Nutritive　chamberは次第に縮評するが，

Egg　chambe「は次第に膨大する。解くして，此の関係は次第に進み，　N厩ritive　cha－

mber内のNurse　ce11Sは，終1こ，残骸のみを残す状態に立到るのである。後1こ述べる

様に，その後，卵細胞内には，卵黄穎粒が蓄積されるのであるが，この顯粒の蓄積は，

Follicular　cellsからの分泌に依って行われ，概して，反中央孔側，即ち，核の存する側

と反対の側に，より多量に分布して居る。而して，中央孔側には常に透明な細耳包質のみ

の部分が存在する（Fig．23）。この中央腔の側に，細胞質のみより成る透明層の存する
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ことは，’ �ﾉ，Paulcke，　W．（ユ901）がAカ♂9麗Z砺。¢に就いて，記述して居ると

ころであるが，氏が述べて居る様に，此の透明屡は，Nulse　cellsから卵細胞への微

小勧解の注入や，分泌やその他，栄養物質の注入等に関係があるものと思われる。N肛se

ce！1＄の消滅するのは，卵細胞がOvari◎leの最下端に下り，完金に発育したころであ

る。

　此処に1つ闇題がある。それはFig．24，26，27，28，29，30，31，32及び33等に

示されて居る様に，卵細胞内に卵核以外に，多数の嗜癖物質が存することである。この

ことについては，Paulcke，　W。（1901）も記述して居る。氏によれば，卵細胞の申に，

Nurse　cenの確片の様なものが見える。このものはOocyF艶の上部に観察され’る。

と述べて居る。R．　E　Snod望ass（！925）によれば必ずしも，そうとは限らない，と

述べて居る。筆者がクロスズメバチに就いて，研究したところでは，以上述べた結果と

は異なって居る。即ち，挿図によって明かな様に，成熱卵（Mat囎e　oocyte）よりも，寧

ろ，露払gchamb破が形成された直後の若いOocytesに，この核様物質1が多数存在し，．

成熟するに従って，その数を減じ，完全に成熱したOQcytesに於ては，殆ど認めるこ

とは出来ないOFo磁cullar　ce｝ls、の発：生過程を追跡した結果，この核様物質は，　Nurse

cenの核の縞片ではなくして，　Follicular　ceUsの中，　Egg　fo11三cleの形成に参加し』

なかったものが，露gg　chamber内に残存し，後，次第に消滅して行く運命を遡るもの

と考えら）れる○　　　　　　　　　　　　　　　”

　さて，こ鼠で，鷺g怠chamber．の外壁を構成して居る，　E墓g至011icleに就いて記述

することにする。Fig．26，27，28及び29は女王蜂：の鷺gg　follicleを，最も発育した

ものより，順々にOvarlolesの上位のものを遭って、猫写したものである。　Fig．30，

31，32及び33は働蜂の露認follicleに就いて，女王蜂の場合と脇士，それ等の発育順

序に従って，描写したものである。この両者を比較して見ると，発育初期の段階にある

もの程，両者は詞じ様な勲爵を示して居るが，それ等が発育するに従って，その差が顕

著1になって来るQ即ち，女ヨ三蜂に於ては，各発育段階の露＄gfollicle共，それ等の細

胞の丈け（高さ）は減ずるが，幅広く，核も健金に癸達し，全体として健全に発育する

様網を呈して居る。働蜂：のEgg　fonicleは，前述せる通り，発育初期のものにありて

は，女王蜂のそれと，殆ど，同様な様相を呈して居るが，発育が進むに従って，次撫と女

王蜂のEgg　fonicleと異なった様網を示して来る。強ち，　Follicu1厳cellsの各が：丈

けのみ高くなり，その蠣が増加せず，核も亦，多くは構円形を呈し，各核内に2小核を含

む場合が多く，全休として，繊弱な様相を示して来る。女王蜂と働蜂とのEgg　f◎11icle

を比較して，前者は健金に発育するが，後者は頗る繊弱なる発育状況を示して居ると言

い得る。

　次に，卵細胞内の卵黄形成について述べる。越冬した女王蜂及び秋末，海難した女王

蜂のOvar玉01es内の成i蕉門には，多くの場合，卵黄が蓄積されて居るのを認めることが

出来るのであるが，働蜂のOvarま01esの中に夢β黄が蓄積された成熱卵を認めることは

殆ど出来なかった。このことは各時期の働蜂を通じ筒様である。前述せる通り，卵黄形

成はEgg　f◎11icleからの分泌に依ってなされることは確実である。以上の諸事実から
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回目，女王蜂に於ては，Eg9・f◎11icleが健全に発育する結果，卵黄形成が順調に進み，

従って卵も亦，完全に威熱するものと考えられる。他方，働蜂・にありては，Egg　follicle

が頗る繊弱なる発育をなす結果，多くの場合，順調な卵黄形成をなし得ず，従って，卵

そのものも，完全な威熟卵としての発育をとげ得ず，多くの場創非卵されるに至らず，

終には退化吸収されるに至るものと考えられる。

　Oocyt6が次第に発育するに従って，　Nurse　cellsの内容は次第にOocyteに移り，’

最後にはその残骸を止むる状態となり，一方，FoHiCular　cellsより卵黄が分泌され，

Oocyte内には卵黄形成が行われて，　Oocy℃eは完金に成熟を完了し，その表面に，

Follicular　cellsより分泌される分泌物に依って，卵殼Chorio貧が形成されて，　Ovi－

ductに送り出されるのである。此のChorionには常に精孔Mic⑳pyleが存在する。

此のMicropyleは，　Oocyteに精子Spermatozoaの稜入する部分である。この

Micropyleは，　E認chamberとNu頴tive　chamberとの網通ずる部分，即ち，中

央孔の部分であって，之の部分にはFolliculaf　cellsが欠けて留る為，　Choτionが形

威されず，孔として残るのである。

　次にNurse．cellsの起原について考察して見る。　Paulcke，　W．⊆1901）はAがs

フπ611∫oαを材料として，Egg　cells及び此に関係するNurse　cel王sは1っのOriginal

ce11から起原するものであろうと信じて居る。即ち，此の考えに依れば，1つのPrまm－

ary　oogon1um　が相続く2國の分裂に依って，4ケの細胞となり，その中の1ケが

Oocyteとして発育し，他の3ケの細胞がN蟹se　cellsの起原をなすと鷺ふのである。

此の3ケの細胞は更に4回分裂して48細胞となり，之の48ケの細胞が，Nutri㌻ive　cha一．

mberの中に存在すると言うのである。　paulcke，　W。（19◎1）は，更に，　Eg9撫bul－

esの申に於ては，　Mitosまsに依る細胞分裂は決して起らないことを述べて居る。更に，

氏は，蜜蜂のGefm　cellsの中に，之の種の形態の分裂は起らないと信じて居る。然る

に，Nachtshdm（1913）は孟ρ∫s”zθ〃醒。αしの研究に於て，　Eg9糠bulesの先端の

部分の細胞に，分裂は非常に速かではあるが，分裂が観察された，と述べて居る。Heg－

ner（1914）は，材料は他の材料について脳まあるが，同様な圏点で，再検討した結果，

Germ　ce11のmitQtic　divisioRは如何なる揚戸にも見られなかった，と結論して居る。

筆者のy2s勿ZαZ伽∫s露（CAMERON）を材料としての研究に出ても，　Ovariolesの

中に分裂像は認められなかった○種々の点から老察して，Paulcke，　W。（1901）が述

べる様に，N雛se　cellsはGe職cellsと岡一起原のものであり，それがOocyteより

も早期に発育し，後に詣り，Oocyteに栄養分を必要とする時期に，細胞自身の保有す

る栄養分をOocyteに供給し，後ち，　Oocyteの発育進むに従って，　Nurse　cells自身

も，Oocyteの為に消化吸収ざれてしま｛ ､ものと考えられる。・

　　　膣Vagina

　Fig．34はVagina及びSpermathica並びにその附属腺の断面を示したものである。

先ずVagiRaの組織学的構造に就いて記述する。即ち，外側にEpitheliumが存し，

その内部は結締組織で充たされて居る。更に，その内部に腔処があり，之の膣処が前後

に相通じて居る。此の結締組織の部分には，内外2層が認められ，即ち外層と内腔に面
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する内層とが，それである。この内鼠は外信に比較して，繊維の走る方向が，内腔を取

囲んで円環状に走って居り，且つ，強力に繊維が走って居る。内層外三共にその核は1

様であるが，所々に大形の核が存在する。この大形の核は少数であるが，然し，その性

格については不明である。

　　　受糖嚢及びその附属腺，Speτmathica　and　it’s　accessory　gland

　SpermatLicaは一種目嚢状構造を示し，これに，2本の附属腺とVagiRaの基部に

通ずる導管とが，Spermathicaの圃一部分に連絡して居る。然し，この3者の結合部

を切片によって，観察して見ると，寧ろ，2本の附属腺に1本目ductが連絡し，その

接合部に，Spermathicaからの開孔が，短かいd礁ctに依って連絡すると述べる方が

妥當である。その接合部には，4対の筋肉が附着して，品々複雑なる構造を示して居る。

之の部分が，受精に必要なSpemユatozoaの射出或は不射出の機能を司るもの高山に思

われる。然しながら，之の機能に関するMecha葺ismについて，詳しく論ずることは，

本報文の目的とするところではないから，今こΣでは，省略する。附属腺の構造は次の，

如くである。即ち，極く薄いEpitheliumに依って被われ，その内部に結締組織の厚

い層がありゴそめ申央を細管が貫通して居る。此の結締組織の部分には，可成り大きな

核が認められる。Speτmathicaの構造ぱ次の如くである。即ち，中央に粘液を以って

充たされた腔所があり，その周囲に結締組織の厚い層がある。此の層は，特に，附属腺

及びVagi血aに通ずるductとの接合部に於て肥厚して居る。附属腺の核は大形であ

るが，Spermathicaの壁の核は前者よりも小形である（Fig．34）。此くの如き構造の

外表を薄いEpithel三umが取囲んで居る。

　　　　　　交尾嚢　Copul就ory　pouch

　F圭9．35，36及び37はCopulatory　pouchの断面函である。　Fig．35は働蜂のそれで

あり，Fig・36及び37は女王蜂のそれである。先づ，飛9・35について，その構造を説明

すると，次の如くである。即ち，先端榔を除く大部は，薄いEpitheliumの下に，環状筋

の層がある。此の環状筋は横紋筋繊維より出来て居る。’その下に，厚い繊維性結締組織

の層があり，此の部分には，各種の方向に走る結締組織性繊維が認められ，内腔に面す

る部分は，表皮性膜に依って被われて居る。　　　　　　　　　　　　・

　先端では以上の構造と山々その趣きを異にして居る。即ち，薄い皮膜の下に，良く発

達した横紋筋が昭々環状に緋列して居る。その内部は二葉に分かれた突起を形成して居

◆る。この突起の内証に面する部分は，Epitheliumによって，被われ，その内部にぱ，

繊維が内膣に陶って相並列する特殊な組織が認められる。此の繊維には，横紋筋繊維に

認められる様な横紋は認められない。その基部に紡錘形を畢した核が認められノその中

に1多数のChτomatinが認められる。その基底に沿って，特に発達した神経繊維が走っ

て居る。此の組織はジ前脳橋前端皮膜の組織と略々層様な形態を示して居る。此の神経

組織は，数葉に分れて存在する突起物の両端から，横紋筋壁や皮膜を貫通して，Copu1－

atory　pouchの外に出て，末端の神経球に連絡して居る。　Fig．36及び37は女王蜂の

Copulatory　pouchの：先端音区の横断面図である。此の部分の発達状況は，働蜂のそれ

に比較して，頗る顕著であり，内部突起は，多くは6葉である。術お叉，類3角形突起
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の中央に，各面毎に，気管の分布して居るのを認めることが出来る。・

　倫お，働蜂のそれと，形態素異なる点は，その外形が6角形を呈し，外縁皮膜に接し

て，恰も皮膜であるかの如く，横紋筋繊維が排列されて居ることである。6角形の角の

部分には，内方に三って突出して居る，類3角形突起物の基底に通ずる神経に連絡する，

2本宛の神経を認めることが出来る（Fig．36，37）。

　各類3角形の突起物の繊維の強大さ，その中に含まれる核の強大さ，或は暴底部を走

る神経の強大さ等の点に於て，女王蜂のそれは働蜂のそれ等に比較して，特によくi発達

して居る。此の如く，女王蜂に於て，CO猟1就ory・p◎即hが沼嵜に良く発達して居る

ことは，交尾と関係を有するものと思われる。従って此の如き現象は，正に当然のこと

であろう。

　　　毒腺及び毒i嚢　Ac三d　gla鍛（i　a箪d　Pois◎1ユsac

　細長い紐状を呈した毒腺は，脂肪組織中に埋没して居る。これを切片によって観察す

ると，多細胞層から威る組織に依って構成されて居るので，単細胞厨から構成されて居る

MalpighiaR　tubuleとは，明かに区別することが繊来る。毒腺の表面を：取囲むEpith－

e取mは薄く，髄質の各細胞には，比較的大形の核が認められる。細胞質は，Haelna－

toxy玉山に依って比較的よく染色される。核は，比較的淡色に染色されるが，その中に

存するC口恥韓atiロ三門uleSは濃舅曼される。毒腺の内腔は細く，腺体の略巾央に存す

るが，その横断面の形は，円形を呈する場合よりも，寧ろ，縮円形又は，それに近い形

を示す二合が多い（Fig．38）。

　二二は薄い鞠ithe撫mの下に，略々一定の方向に走る横紋筋繊維の筋肉が走って居

る。この筋肉の走向は，4葉に分れて屠る。その内側に表皮性の内膜が存する。内腔は

頗る大きく，その内部に多量の分泌物が認められる（興9．39及び40）。

　是等Acid　g1撒d及びPolson’sacの組織学的二進については，女王蜂と働蜂との

闇に山程の差を見出すことは出来なかった。

V。CO辮0鍛謡互掘aの組織学的構造及びその成長量の浩長

　　！．材料及び方法
　材料としては，駒ケ岱（木曾山脈）山麓産のものを，8月上，中旬の候，巣及び成虫

全体を研究窒前の土中にて飼育し，ユ1月2総に巣全体を予洗とげ，研究の用に供した。

而して，女王蜂，働蜂及び雄蜂の幼虫，成虫共に，半時に固定した。

　固定剤としては，主として，B◎uin氏液を用い，それにKahle氏液も一部分併用し

た。切片は通常の，パラフィン切片法を用い，染色は，Heidenhaiゴs　Iron　Haemato－

xylin及びDelafield’s　Haem就oxylin染色法を用いた。

　幼虫の第3齢以上に発育したものは，皮膚の硬化の為，頭部をそのまX，パラフィン

法に依って切断することは困難であるので，筆者は，一度圃温したものを，埋没に移る

に先立って，一々丁寧に外表皮を：取り去った後ち，埋没の為の処作に取移った。

　術，挿図は総て，アッペの描写器を用いて，出来得るだけ正確に描写した。

　　2．COfpor　allataの位置：
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　A．幼　　虫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　頭部を休より切断して，此れを胸部側から観察するときは，F量9．41（梢々模式的）

に示す様に見えるQ即ち，中央に食道があり，背方に2本，腹方に1本，磯側方に左右

夫々1本の筋肉が，外骨骨各に向って走っ1（居る。食道の背方には，その2本の筋肉の前

方に脳が見られ，腹固の1本の筋肉の後方には，Sub－oesophageal　ga1ユglionが見られ

る。脳の後下方から，2本の神経が後下方に派生して居る。此の神経は，写方に走る筋

肉の側方に接して存在する食道側神経球Pharyngeal墓a昭lio且に連絡して居る。．此の

神経はNeyvus　corporis　allatiなる名称の下に，　Phary鍛9eal　ganglionを去って更

に後方に走り，corpora　ali批aに導かれるのである。　Fig．42はPh簾yngeal　gang－

lion，　corpora　alla薇及びSub℃es◎phageal　gan禦ionの3者を含む平面に依って切

断された切片の像である。Nervous　coτporユs　ai玉就圭はCo⑳ora　a11就aに達すや，2

帯して，Corpora　aHataを：取囲み，（Fig．55，　Figl　56及びFig。57），更に，野州を去

るに当って，合一してSalivafy　glandに走って居る。樹，　Salivary　gla皿dに達する

に先立って，此の神経は2分して居ることが認められる。PLaryngeal　gan91io且は不

規則なる糖円形（Fig．42）を呈し，　Corpora　alla瓠は縦断面に於て，繭洋梨彫を呈

し，横断面に於ては類円形（第1，2齢），、又は不規珊なる円形（第3，4齢）を呈して

居る。

　B。威　　虫

　以上の如き形態にあった幼虫の頭部も，蝋虫期に罪常な変化を受けて，威虫の頭部器

官が形成されるのである。それ等の申で主なるものを挙げると次の如くである。即ち，

脳の各部分は極度に発達する（Fig．43，44，45，46，47及び48）。その一箇の程度は，

女王蜂が最も良く，働蜂此れに次ぎ，雄蜂の発達程度は，最も劣る様である。次に認め

られる顕著な変化は，Tritocerbrumと　Sub一◎esphagea玉gangliGnとを結ぶCo王n．

missuresの短縮である6その結果，　Sゆ一〇esoPha＆eal　ganglioRは，脳に極度に接

近するに至る。又，Pharyn齢al　ganglionやCo1↑pora　all批aもNewous　corpofis

a玉lati．の極度の短縮によって，相接し，　Pharyngeal　ganglio鍛及びCorpoτa　ailata

はOesophagusの野方に，網接して位置するに至る。この為，是等の器嘗は，　Sub－oes気

ophageal　gang1圭。無と，極めて接近するに至る　（Fig．43，45，47，49，54，59及び

64）。Coτpora　aUataは縦断両に方全て，西洋梨形に近い携円形を呈．して居るが，女王蜂，

働蜂，雄蜂によグて，多少その外形を異にして居る　（Fig，54，59及び64）。　Fig．59及

び64に兇られる様に，Pharyngea19an91ionよりi発するNewous　corporis　allatiは

直ちに2僻して，Corpera　alla七aを取闇み，更に合して1本となり，Salyvary郎a鍛d
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉．
に走って居る。

　　3．Co⑳ora　a玉1a捻の組織学的構造

　A・幼　　虫

　体長！．5～2．5mm．の第ユ齢幼虫では，女主蜂，働蜂，雄蜂共にCorpOfa　ailataの組

織学的構造は三々類似して居る。即ち，Haema加Xyli一々こ対して，舞胞質はよく染り，

核は淡色に染色されるが，核中に存在する，染色粒は濃色に染められる。核には大小種
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　々ある様であるが，概して言えば，比較的大形であって，円形を量して居る。この程度

の発育状況のものでは，細胞と細胞との堺は比較的明瞭であって，顕微鏡下では，その

部分が明色に観察される。前述した通り2Nefvous　coτporis　aHa毛iは，　Corpora　allaね

の内部には入って居らず，Co町pora　al玉ataに接するや，2分して，腺体を取り挾み，三

体の表面を回るに当って再び合一して，唾腺の方向に起って居る（Fig．50，55及び60）。

　3．5～40mm程度の第2齢幼虫になると，女王蜂，働蜂及び雄蜂によって，その趣き

が大分異って来る。即ち，女王蜂のCorpora　a1玉ata内の細胞と細胞との境界は，殆ど

認められなくなり，且つ，第1齢では，細胞質は等質的に認められたが，此の程慶に発

育したものでは，細胞質に，一種の流状構造が認められる（Fig．5！）。この流状構造は，

HaematoxyliR類によって濃染される微小願断：によって，表示されるものであることは，

高倍率にて検鏡することによって明かである。女口蜂では，此くの如き構造を呈して来

るが，働蜂及び雄蜂の此の程度の発育のものでは（Fig．5ユ及び61），第1齢に於て観察

されたものと／丁々同様な構造を示して居る。勿論，腺休そのものの内容は増大して居

　る。

　第3齢になって来ると，体長も性別に依って大分異なって来るので，一概には君えな

いが，大体女王蜂では7～8mエn，働蜂では6～7mm，雄蜂では6．5～7．5mm程度の

ものを材料として使用した。この程度のもののCorpora　a11ataの容積増加は，性別に

依って極度に異なり，特に，女王蜂に於ては，その内容が非常に増加して強大となり，

而も，第2齢の場合より以上に，流状構造が発達する。叉，細胞と細胞との境堺は殆ど

認められなくなる（Fig．52）。働蜂及び雄蜂では，此の時代に於ても，得，細胞と細胞

との四丁は多少認められる。核の大きさも女王蜂のそれに比較して，甚だ劣って居るこ

とは明瞭であり，細胞質には，殆ど流管構造が表われて居ない（Fig．57及び62）○

　第4齢の材料として使用したものは，女董蜂ではユ4．5～15．5mm，働蜂ではユG．5～

！！．5mm，雄蜂では12～13mm程度に発育したものであった。この頃になれば，　Corpo－

ra　aHataの細胞質は，性別の如何にか覇つらず，一様に流状構造を示し，細胞と細胞と

の境堺は認められなくなる。後に述べる様に，腺休そのものは，性別の如何にか玉わら

ず増大して来る。然しながら・女王蜂のそれが最も強大であり（Fig・53♪・働蜂（Fig・

58）と雄蜂（Fig．63）とは略々同程度の大きさに発育する。

　第1齢から第4齢までを通じて，Heide曲ain’s　hon　H：aematoxylinによって，

Corpora　al玉ata　の細胞懸ま核よりも良く染り，核は細胞質よりも淡色であるが，その

中に存在する染色粒や核綜は濃染される。De玉a至ield’s　Hae皿atoxylin及びEosinの

染色法によって，細胞質は次の如き染色反応を呈する。即ち，基質は好Eosぬ性であ

り，その中に，De玉afield’s　Haematoxylinによって，良く染色される顯粒が存在する。

．此の顯粒は非常に微小である為通常，その集合が下階構造を呈して居るのである。之

の微小穎粒はHeidenhaiゴs　Iron　Haematoxy玉inによっても濃染されるが，他方，基

質は濃染されない。　　　　　　　　　　手　　　　　　　　　　　・

　B．成　　虫

　幼虫第1齢より齢の増加と共に，Corpora　allataも容積増加のユ途を辿るのである
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が，蠕虫時代の改変期に，以上の如き’様相に，可成りの変化を受ける。先ず第1に，腺

体そのものN容積の滅少である。この容積減少の割合は，性別に依って大いに異なるが，

女王蜂の減少率は他のものに比較して一番小さい（TEXT二FIG。1，露，3，4，5及び

6）。次に顕著なる変化は細胞数の減少である。縦断切片について，数えられる核の数は，

容積比（雄蜂成虫のCoτpOfa　allataの容積を1としての数値）6．78を示す女王蜂に

於て13～15，容積比1・38を示す働蜂に於て17～20，容積比1を示す雄蜂に於て18～20を

数えることが出来る。即ち，CorpOfa　ai玉a陣内の核の数は，そめ容積が最大なる女王

蜂が最小であり，Coアpora　allataの容積が最小である雄蜂が最大である。従って，1

ケの核の支配する容積は，女王蜂のそれが最大であり，雄蜂のそれが最小である。働蜂

のそれは，女王蜂のそれと雄蜂のそれとの中間に存すと雷うよりは，寧ろ，雄蜂のそれ

に，非常に擾近して居るものであることが明かである。

　次に，核の形態に表われた変化であるが，雄蜂の核の形態は円形又は擶円形を呈し，

幼虫のそれに非常に近いものであるが，女王蜂並びに働蜂の核は，非常に不養鯉な形を

示して居る。蒋に，女王蜂では円形叉は楕円形を呈するものは殆ど認められず，総てが

不規則なる形態を示し，中には，・その断面が馬蹄形を示すものも認められる。此等の核

の発達程度も，女王蜂が最も良く，働蜂これに次ぎ，雄蜂の核は頗る劣って居る（Fig．

54，59及び64）。　　　　　　　　　　．

　成虫期に於ける℃oアpora　allataの核は，腺体の周辺部に配置され，中央部は，基質

の中に存在する多数の微小顯粒によって形成されて居る流状構造が，良く発達して居る。

染色反応によって示されるCOfp鍍a　a1翌ataの細胞質の；構造は，幼虫の場合のそれと同

様である。即ち，好EosiR性基質の申に，　HaematoxytiRによって濃染される微少穎

粒が即断に集合し，流状構造を示して居る。そして，Epitheliu魚の外側を船車［1に沿って，

Nervous　corPoris　a1まat呈が上下より取り窪み，腺体を去るに当って，再び合して，唾

腺に走って居る。威虫のCorpora　a11a℃a申に見出される微小顯粒は，略々長軸に沿っ

て流状構造を示して居る。そして，この流状構造は，特に，女王蜂に勝て良く発達して

居ることが認められる。

　以上，成虫のCorpora　alla搬、の組織学構造を，女王蜂，働蜂：及び雄蜂について記述し

たのであるが・之を・Fig・54（女王蜂）・F至9159（働蜂）及Fig・64（雄蜂）を比較

して見るときに，組織学的様相から検討して，女…隠針のCoτpora　allataが最も活動的凱

であり，働蜂のそれが之に次ぎ，雄蜂のそれが，：最：も活動的でない，と碧い得ると思う。

　　4．Corpora　allataの成長量の消長

　次に薫化当初がら成虫に至るまでのCorpora　allataの成長量の消長を検討する目的

で，次に述べる如き方法を用いて，その容積を検討して見た。即ち，各性事毎に，C◎r－

pora　a11ataの縦断及び横断切片を作成し，各々毎に，その径の長さを測定双た。測定

部位は，最大横断面の長径並びに短径最大縦断面の長径の部分である。省，基礎数値

として，以下の筆述に使用したものは，イ悟れの場合も，7個体の平均値である。
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第5表　C．A．　i鍛dex
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　第2表は横断短径ゐ測定値である。即ち，女王蜂では，第1齢幼虫から第2齢幼虫ま

での間・・ユ35・…郷…で成長・・その厳率・即ち・器懇・…2であ・・

’此くして・第・齢㍑・・82・…畝鴇藩は・・3麟・調・て・蠕蜘の変態

によ。ゼ，嚇・その額鍼少・て・26・・醜・・会雛は・・94とな・・購誠

三期のC・・p…ali・t・の値は夢艀化当時のそれよりも小さ・いことを示すものであう・働

蜘・於ては・聯当騨1綱虫に於けるCo「po「aa晦aの横町羅の解購薔

あ・たも9が・2齢では94・…第3齢でをま98・5・・麹齢ではユ00・0μとなり・L、備，

は・．・・敏でいる。更・・，蝕・・到・や・64・5鰍少し・麟㌃・・・…とな・・雄

蜂に於ては，購化当時の第1齢幼虫に於ける横漸短径の値が107．0μ，第2齢では107．0μ

・賑を示・ず，此くして触糊即ち・第・齢翻32・・敵・歳鋸・ま・・23
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・なるが・融・・於て羅・・とな・・惑器はα5蹴・・購鱗成虫の・・か

poτa　allataの横断短径は第1齢幼虫の◎．58倍であること・を示して居る。

　第3表は第2表と同様にして，横断長径の値を示したものである。第3表によって見

ると，女王蜂は，第1齢に於て，150．0μであったものが，幼虫末期には192．5μとなり，

雪国…28とな・・蝕・・拠・識・・と減少して・甥穏・α87とな・・1茎

蜂第一眼ては・・a・・であったものが拗虫繍・はユ33・・卿・毛鎌は・・54

・な・課に融睡・や・脚・と性器籍は…2を示し嘱・・雄蜂に拠・・

第醐虫の騨・a・・であ嚇の…．幼蛛蜘…6・5・となり・七雛は・・3・

・な・が・獺・於ては減少・て・・・・…な％鵠旛一繭9とな・・

　第4表は，第2表及び第3表と同様にして，Co⑳ora　alla七aの縦断径を表示したも

のである。即ち，女王蜂では，第1齢幼虫の値が，ユ55．0μであったものが，幼虫末期に

は22L・・珈歳舘・…4・を示す・・至・誠蝉・や・・52…とな・嶋辮

は0．98となる○働蜂では；第ユ齢幼虫のC◎rpora　a1玉atの値がユ35．0μであったものが，
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一｛器は・・89とな・・鱗では・第・齢幼蝿が・42・5・であ・たものが・幼蛛期

ぬ・2◎9…拗・雛は・…を示すに至・・融蛭・’と・88…磁少し・

’．丘。

メ50

燐。

ノ．30

ゐ20

μo

．ノρρ

b．？G

バ　
／

　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

　　

@　

@　

@　

`
＼
＼
一
、
＼
＼

、
＼
＼
、
襲
、
＼

　
　
　
　
　
　
づ

／
　
　
　
／

ノ
／

　　

@
／
／
7

　
　
　
　
　
　
／
　
　
げ

　
　
　
　
　
　
／
！

　
　
　
　
　
　
　
　
’
〆
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
／

　　

@　
@　
@　

@
　
ア
・
㌘

　　

@　

@　

@　

@　

@
　
。
乃
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
／
　
　
　
浄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

8．20　　　羊　一一一一一一

　　　ガー・一一；一

〇．70

岬曾・60

哩、、　・し1　　し3　　し尋　　A

　　　　　　T矩）X孚一FIG．1．

一鑓購の幽羅成騨（Lnの値工ヱの値）蝋

’．‘o

〃ゆ

’．30

　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　／　　、義2ρ

　　　　　　　　　　　　／　　、
　　　　　　　　　　　／　　　、
”o @　　　　グク∠一一　へ、＼

z、θ謹話乏2／／ @　　　＼這

　　　　　　　　　　　　　　　＼眠

朗9

　　　早　　　　　　　、、
　一　　単　一一一一一　　　　　　　　　　　　　　　、＼σ薯θ

　　　　　　　　　　　　　　　　　、＼
　　　♂　一’一9「周曾　　　　　　　　　　　　　　　　　い
ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ゑ60

、館0

　㌻1 』3　　し1・　　し辱

T建XT－FIG．2．

A

鑓醐の横丁猷麹留震）辮



22（184） 高松好：文 No．2

翻捲はα62を隷至・・

以媒・錦・表及び第俵・・示された一C－a・1…の厳量・・Pち・会罐

を各性別毎に図示したものが　TEXT・FIG．ユ，　TEXT一町G．2及びTEXT－FIG．3

である。是等の曲線を概観すると，多少は各性別によって異なる点も見出されるが，横

断短径，横断長径及び縦断諸共に，概して糟似た形相を示して居る。特に，女王蜂，働

蜂及び雄蜂共に，蝋虫期の変態の際に，各径共極度にその値を減少するこどは特徴ある

現象と思われる。而も，その減少の割合はプ何れの径の揚蓋に於ても，女王蜂が最も少

く，その次は働蜂であり，減少する：量の最も多いのは，雄蜂であることは，一致した事

実で昂る。
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　第5表は各発育段階に於けるCOfpora　all批aの横断短径×横断長径×縦断径を

〔×103μ3〕を単位として示したものである。筆者は此れをC．A．　i撮exと称する。即

ち，，換言すれば，C．　A．　indeXは各発育段階に於ける，　Corpora　aliataの容積比を

表わすものであるQ女王蜂の幼虫第1齢に於ては，その値が314×！03μ3であるものが，

幼虫末期には，その値が778×ユ03μ3となる。威虫に至るや，その敏は頗る減少して

25・・飾・と簸鰯蹄・Pち三諦穣わす・拗蜘蜘・・そ嚇が
2．48であるが，蠕虫期を経て，成虫期に至るや，0・80と言う値を示して居る。働蜂に於

ては，第1齢幼虫のC．A．　i認exの滅は112×ユ03μ3であるが，幼虫末期には274×エ03μ3

・偽融の・…戯紗し鵬・・此の徹課謄・代入す・・瓢虫末期

には2．45となり，成虫に於ては0。46ど言う値を示すことになる。更に，雄蜂に於ては，

幼虫第ユ齢のC．A．　indexの値は，172×103μ3であるが，幼虫末期には406×1◎3μ3と

勧・．臥騨於ては37・…μ3とな・・此幡羅購腰回・・代入す・
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　　　　　TEXT－F工G」6．

幼虫末期から成虫に至るまでの聞に於ける，

　食道側腺の容積減少率比較図

と・幼虫末期には・その値が2・36となり，成虫に於ては，0。22となる。此のC．A。　index

の威麟購￥器姻示・た棚・TEXTF・α・であ・．・の額励

成長率を比較検討して見ると，先ず第一に，女三E蜂，働蜂及び雄蜂共に殆ど同一傾向を
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辿ることが理解される。第2に挙げられることは，幼虫期に於ても成虫期に於ても，C．

A．indexの値は，女王蜂のそれが，他のものに比較して，常に優勢であることである。

第3に，成長率に於ては，幼虫，成虫共に蜂働が第2位であるが，第5表とTEXT－FIG

5とを比較検討して見れば明かなる様に，絶対的数値に於ては，幼虫期では雄蜂が第2

位であるが，成虫期でぱ働蜂が第2位である。即ち，変態後のCorpora　a1玉ataの容積

は女王蜂，働蜂及び雄蜂の順である。その数比は，女王蜂：働蜂：雄蜂躍251：5ユ：37

である。今，この雄蜂の37瓢1として計；算すれば，女王蜂：働蜂：雄蜂＝6．78：1．38：

1となる。この容積比を図示したもがTEX雅FIG．5である。

　TEXT－FIG．6は幼虫末期から成虫化までの，　Corora　allataの容積減少率を示した

ものである。即ち，女王蜂は，幼虫末期にC，A．　indexの値：が778×103μ3であった

ものが，変態期を経て威虫に至るや，251×ユ03μ3となるを以って，その容積減少率は

77順j677とな・・鱗・於て・・・・・・…囑・ら…職・・熱す・を以っ

て・その減少鞠讐三一α・…な・6更に雌蜘・於ては・・・…齢・ら

37…3μ3三二す・を二って・その獺二二は40 R37一α・・9とな・・賜額

減少率の比は，女王蜂：働蜂：雄蜂＝67．7：814：90．9の循直で示されることになる。

．以上，Corpora　allataに．ﾖして，各性別毎に，その組織学的構造及び成長量の消長

の2点から検討して見たのであるが，何れの角度から見ても，女王蜂のそれが最も強力

に活動して居ることが窺知される。次に幼虫時代に於ては，雄蜂が活動的であり，成虫

時代に於ては，女王蜂の次は働蜂が活動的である様に思われるQ

　　　　　　　　　　　　　　、丁結　紮　実瞼

　1．材料及び勇法

　CorpOfa　allataから分泌される内分泌物が，卵巣に対して如何なる影響を及ぼすか，

を検討する染め，結紮実験を行った。

　材料としては，1948年8月上匂，野外より採集したもの工巣を実験室前で飼育し，：是

等の巣から生じた薪女王蜂を用いた。実験に使用した薪女王蜂は総て結繭直前のもので

あり，笑験を開始する以前に，皆既から被実験欄体以外のものは，全部此れを取去り，

結紮に着手した。

　先ず，計画として，実験すべき材料を2群即ち，最終齢幼虫の頭部と胸部との間を結

紮する群と，胸部と腹部との間を結紮する群とに分けて実験に震聞した。以上の計画

に従って，夫々の部分を木綿糸で，出来得る限り強く結紮し（Fig．65，66及び67），此

を22。～240Cの定温器の中に入れて飼育し，その後の変化を観察した。定温糊塗にて飼

育中，定温器内の湿度には特に留意し乾燥防止に努めた。

　変態したものについては，此を解剖して，生殖器の変化を検討すると共に，笑験区毎

に代表的個体，数頭を択び，生殖器及び刺i蟄器官の発育状況に関し，組織学的検討を行

った。此の揚合用いられた固定液はBou魚三三であり，材料は通常のパラフィン切片

法によって，7～8μに切断された。染色にはHeidenhai1ユ’s王ron　Haema⑳xy1痴及
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　びDelafield’s　Haema記oxy1沁とEosiRに依る二重染色法が用いられた。

　　2．実験結果
　　Fig。65，66及び67の如く，木綿糸にて結紮して，前述の如く，2禦（勉40Cの定灘崎内

　にて飼育した。Fig．68は無手術のまx定温器内で，手術を施したものと岡マ条件の下で

　鰯黒したものから成虫化したものである。幼虫末期のものを，L述の如く，220～24。C

　の定温駅内にて飼育することによって，成虫化することから考察して，この定渥器内は，

　クロスズメバチの正常な発育に差支い無い環境状態である之認めることが繊来る。Fi墓．

　69は，10月31日頭部と胸部の間を結紮し，11月18臼変態したものを取り出して，撮影

　したものであるQFI9．7◎，71及び72はその中の特に1つを択び，側酉，背颪及び腹繭か

　ら夫々描写したものである。此等によって観察するに，胸部及び腹部は完全に威虫化し

　て居るにかかわらず，頭部は幼虫のまX残存することが認められる。即ち，群々完成し

　た胸部には，肢及び翅が既に形成されているが，これ等と比較して外部生殖器の形成が乳

　非常に遅れて居ることは確かである。肢及翅等の器官の発育は，結紮によって，殆どそ

　の影響を受けないが，外部生殖器の発育は抑制されることが認められる（Fig．70，72）。

　　次に》頭部と胸部との聞を結紮した個体について，観察して兇ると，Fig・73（ユ0月

　31日結紮した佃体を！！月19日に刀露出して撮影したものである。）によって明かなる様に，

　頭部及び胸部は明かに変態し，成虫としての特徴を賜えて居るが，腹部は幼虫のまXの

　形態を具えて居る。膜や翅等の胸部附属物は略々完成に近い形態を示して居るが，外部

　生殖器は殆ど形成されて居ない。

　　以上の2つの笑験よ、や，変態を群羊するホルモンは胸部に存する器官から分泌される

　が，外部生殖器（交尾器）’の変態は頭部に存する内分泌器官からの内分泌物の作用に依

　つて，その発育が左右されるものと認められる。

　　第6表，第7表，第8表，第9表及び第1◎表は頭部と胸都との聞の結紮実験の威績表

転である。第丸塚は此等5回にわたる結紮実験の集計表である。此等の実験に於て取扱わ

　れた被実験個体数は445閑静，その中，変態に到らずして死亡したものが17◎総体（38．

　2箔），変態したものが275個体（61・8％）であったQその275個体を解剖した結果，明か

　に，卵巣の癸育に対し，抑制的変化が認められたものはユ43個体であり，此の数値．は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変態したもの，総個休数275個体に対して5296に達して居る。変態したもの蕊中，卵巣

　の癸育に対し抑制的変化が起つたか，否か，を半掟することが不可能な纐体が76個体

　　（27．6％），又卵巣の発育に対し抑制的変化が起つたとは考え得られない個体が5a個体

　　（20。4％）存在した。

　　第12表は画期1日佃2日前と思われる程度に発育したものを，胸部と腹部との問で結

　紮した実験結果を表示したものである。寒験は10月！畑とio月31日の2回に行われた。

　被’実験個休数は92個体，内，変態せずして死亡したもの35馬体（38・0％），、変態したも

　の57個体（62．0％）であった。これ等の変態したものについて，解剖学的検討を魏えた

　結果，その卵巣の発育に対し抑制．的変化が認められたものは，合計に曾て29個体（50．9％）

　であり，卵巣の変化不明のものは14横体（24・6％）であり，卵巣に変化認められざるも

　の14個体（24．6％）であった。

　　此の場合の卵巣発育抑制の状態は，一般に，頭部と胸部との開を結紮したものよりも
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極度に抑制されて居り，刺養関係器嘗の発育も，強度に抑制されて居ることが認められ

る。特に，Ovariolesは1本1本分離されて居らず，6本宛が合体して，1本となって

居ることが認められる。

第　6　表
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　Fig．74は結繭後5日を経過した女王蜂蠣を10月26欝に，頭部と胸部の聞で結紮し，

それより三日後のユ1月10日に丁丁より，それ等を取り出して撮影した写真である。結繭

後5臼目セこは頭部，胸部，腹部の総れは略々完威されて居るが，未だ威虫としてその外

骨潴板は完成されて居ない。この時期のものを，頭部と胸部との間で結紮すると，頭部

は殆ど死滅し，胸部及び腹部は完全に，成虫としての特徴を表わして来る。更に，外部

生殖器も完成されるし，解剖学的検討による内部生殖器及び刺蟹関係器官の発育も亦正

常のものと変らないことが認められる。以上のことから，生殖器及び刺整関係器官の発

育完成に必要なホルモン的条件は，蝿虫期の前半叉はそれに接近する期闇に充されるも

のと考えられるQ

　3。組織学的検討

　　A．卵巣Ovaτy

　Fi9．75，76，77，78及び79は10月31日頭部と胸部との聞を結紮し，11月18日に固定

したものであって，Fig．69の写真に示すものと，同一実験区の個体である。　Fig。80，
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81，82及び83は同上結紮個体に対する標準繍体の卵巣の切片である。是等馴者の卵巣

を比較してその発育状況を検討せんとするものであるQ

　Fig。80は標準区の個体の卵巣の部分の切片を28◎倍の倍率：にて，描写：器を用いて描

写し，Fig．81は標準区の個体の卵巣の部分の切片を45G倍の槽率にて描写したものであ

る。Flg．82は標準区の個体の卵巣の部分の切片を，倍率1◎O倍のレンズを用いて撮影

し，F忽83は標準区の個体の卵巣の部分の切片を，倍率400倍のレンズを用いて撮影し

たものである。此等の図は，何れも，Ovafiolesの基部に近い部分の図である。此等の

図を観察して，先づ，顕著なことは，E認cells，蕪蟹se『cells及びンFollicular　cells

とが，未だ明かに区別し得ないことであるQ而も，各細胞は一様な癸達程度を示し，細

胞との叡慮は淡色に認められ，細胞質ぱ斯々濃く染色されて見える。Epi曲e1拠mを形

成すべき細胞層は，未だ1列に排列した整然たる恥漉eliumを形成していないが，然

し，或る程度の癸育分化が認られ，Eplth蕊umとしての様相を示し，その厚みが次第

に減少しつエあることが認められる。

Fig・751ち前述した通り，頭部数的部との閥を結紮した個体のOvari◎1eの基部横

断面図であり（倍率70倍），Fig．78は，同じ部を100倍の倍率をもつレンズを用いで撮

影したものである。Fig．79は，400倍の倍率をもつレンズを用いて，陶一部分を撮影し・

たものである。Fig．77は，購一〇varyの先端部のOva■ioleを，63G倍の倍率を以っ

て描写したものである。Fig。76は，同一実験区の別個体の卵巣縦断面を，450倍の倍率

を以って描写したものである。此等の感心個体のOvaτ三〇1esは，標準個体のOvarioles

に比較して，内部の露99cells，　Nuτse　cells及びFollicular　cellsの：分化が認めら

れないのは勿論のこと，その発育が頗る不規蠣であることが認められる。換雷すれば，

Ovafiolesの基部でありながら，標準個体のOvariolesの先端の如き山前を示して居

るζとである。更に，第2の点は，Egg　cells，　N縦se　ce11s及びFollicular　cellsが

未分化の状態に混在するばかりでなく，此等の各細胞闇の境堺は殆ど認められない部秀

が多いことである。且つ，その発育状況は異常を呈して居ることが認めらバる。第3の

点は，Epi癒eliumを形成する細胞の数が相当多く，此等が環状に走って，厚い細胞層

を形威して居る点である。標準個体では，実験偶体に比較して，Ep1極el態撮を形成す

る層は，その細胞数を減じ，厚みが薄くなって次第に整然とした形根を示して居る。第

4の点はOvaτ沁leそれ自体の径の大きさの点である。即ち，　Epitheliumを除いた管

内部の直径が，標準区の個体のものでは70μ内外に発育して居るが，実験区のものでは50

～55μであるど鎧うことである。以上の諸点から見て，実験爾体のOvario茎eS　lま，そ

の発育が抑綱されて居ると見ることが出来る。

　　B。輸卵管　Oviduct

　Fig．84は実験個体の輸卵管壁の拡大図（×450）である（ユ0月3！日結紮，11月18日固

定）。此の図によって明かなる如く，輸卵管壁は粗当厚いが，その維織縞胞は成虫細胞

への変成が行われて居な㌧もFig．85は標準個体の輸卵管であるが，その壁は薄くなり，

且つ細胞は減少し，組織細胞の威虫細胞への変成も略々完了した形相を示して居る。即

ち，輸卵管も結紮することによって，その発育は抑制されるものと認められる。
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　　C．毒腺及び毒嚢Acid　gland　a鍛d　Poison　sac

　Fig．86，87，88，及び89は10月31日頭部と胸部との闇を結紮1し，11月！8罠固定した

個体の毒嚢及びその附近の切片の描写図及び写真である。Fig・86は倍率50倍にて描写

したものであり，F塘．88は倍率100倍のレンズを用いて撮影したもの．である。此の両

図の中には，Po圭son　sac及び同二三，　Sper蹟aalica及びOy三du航が表われて居る。

Poiso慧SaCは内外2層’より成り，外回はやがて横絞筋繊維となり，成虫三山の主要部分

を形成する運命を担う部分である。掬ノ馨§は多数の細胞から形成されて居るが（Fig．87），

成虫化が進捗するに従って，此の層は結締組織内厨へと改変されるものである。此の内

層は頗るよく発達した強固な厚膜へと次第に改造されて行くのである。内属の内側には

繊毛を密生して居るが，此の繊毛も，威体では消滅して居る（Fig．39）。此の内層及び

外層はFig．87及びF19．89によって明かなる様に，頗る不規期な排列状態を示し，異

常な形態を示して居ることは明かである。即ち，細胞は暴質中に散在し，成虫組織への

変成の過程中にある形相を示して居る。この傾陶は，特に外回，即ち，やがて横紋筋繊

維に発達すべき部分に顕著に窺われる。

　Fig・90・91・92及び93は上述のものx標準個体の切片である。　Fig・90は70倍の倍

率を以って描写したPo三son餓。の門形及び此に続くAcid　g玉a1磁の一部分である。更

に，Fig．91はPoisoロsacの壁の一部分を拡大（×460）したものである。　Fig．92及び

93は夫々，100倍及び400倍のレンズを三って撮影した写真である。此等，特にFig．　g1

によって明かな様に，外層及び内層共，結紮欄休に比較して，健全な発育をして居るこ

とは明かであるρ外層には，明かに，筋肉繊維どして発達しつ鼠ある繊維を認めること

が出来る。（此の時代には未だ横紋筋は認められない。）内層は内腔に面する部分程，細

胞質が濃縮して居り，外層に接する部分程，細胞質は稀薄になって居る。核は大体中央

部に多数集合して位置を占めて居る。Acid　gland及びPoison　sacの導管の組織学的

構造も，以上述べたところと略々圃様な関係にある。従って，Acid　gland：及びPoison

sacの町育も，頭部と胸部との間の結紮によつ℃それ等の発育が抑制されると認めら

れる。

　　D．受精i嚢Spermaむhica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　Fig．86，88及び89に於て，　P◎ison　sacに相接してSpermat屈caが見られる。　F19．

g4はその壁の一部拡大図（×450）である。前述した逓り　（Fig．34参照），鳴虫に於け

るSpermathicaの構造は，　Epitheliumの内側に，結締組織様構造を示す組織があり，

而も，此の組織は内外2層に分かれて居る様に観察される。

　今，この実験個体のSpermathicaを切片に依って観察すると（Fi9．86，88，89及

びg4），明かに内外2層を示して居る。内記に面する麟は大形の核を有し，外回の細胞

は小形の核を有し，且つ，その周辺に，Haematoxylinによって濃染される細胞質を

伴って居る。

　Fig．95は標準燗体のSPermathicaの側壁拡大図（×540）である。此の図によっ

て観ると，Spermathicaの外側は結締組織から構威され，内側は円柱状細胞によって

構成されて居る。Fig．94と比較して見るとき，実験個休のそれは，内層外層共に異常
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な組織形態を示して居ることは明かである。尚，筆者は，幼虫時代の内層は，成虫時代

に断ては退化消滅して，外層が2層に分離するのか，或は，蠣虫時代の内層外層が，そ

のま㍉威虫時代の内層外層になるのか，それ等の何れであるかを追跡することは出来

なかった。要するにSpermathicaに於ても，結紮がその正常な発育を抑制することが

窺知されるO

　　E．交尾嚢　Copulatory　pouch．

　前述した通り，外部生殖器の改変が，結紮胃体では，．遅れて居ることが認められる。

従って，幼虫器官から成虫器官が構成される際，陥入によって出来上る諸器官の成虫器

官への改変が遅れて来るのは必然である。Copulatory　pouchは，その最も顕著なる

ものである。切片によってその組織を観察して見ると，先づ，外部の陥入によって生じ

たCOP組atory　pouchは，その後，腹部末端の変成が進捗しない為め，幼虫組織への

改変も停止して居る状態である。Fig．9δは，鐙月3！日頭部と胸部との間を結紮した個

休のCopulatory　pouchの側壁の拡大図である。内腔に面した部分には，表皮性皮膜が

顕著に発達して居り，その外方に改変途上の細胞層が認められる。Fig．97，98及び99

ほ，何れも標準個休のCopulatory　po礁chの縦断面であるが，此等とFi9．96とを比

較して見ると，全く別物の様に見える。標準群体では表皮性内膜は過程顕著ではないQ

CopulatOfy　pouchの令月ま内外2暦に分れ℃居る。此の時代のものx内層には整然と

細胞が列び，内腔に面して，HaemaLoxy玉inによって濃染される部分がある。此の部

分に大形の核が存在する。内層の中，外層に接する部分は｝｛aematoxyliRをこよって濃

染されない部分であって，核の数も極めて僅かである。’外層は筋肉細胞から出来て居る。

此の時代のCopulatory　pouch　lま，未だ，成虫のCo脚1就Gry　pouchに見られる様な，

複雑な構造は示して居ない。

　此くの如く，・標準個休に比較して，結紮個体は，未だ，内外2層の分化も見られず，

全く変成途上にあるものと言い得る。換言すれば，結紮によって，C◎pu1批ory　pouch

の発育は，極度に抑制されると言い得る。

　　F‘．胸部と腹部との闇の結紮個体

　前述した通り，胸部と腹部との聞を結紮すると，頭部及び胸部は蠣化するが，腹部は

幼虫として止まり，蠣としての外形的特徴は全然発現しない。従って，外部生殖器も全

然幼虫その・まxの形態を呈して居る（箪g。73）。従って，内部生殖器も極度にその発育が抑

制されて居る。即ち，ユ0月n日胸部と腹部との間を結紮し，ユ0月30罵固定した個休では，

内部生殖器の発育が極度に抑制され，成虫器官としての内部生殖器も僅かにその変成が

認められる程度である。Ovarioies内の生殖細胞も極度にその発育が抑1購されて居り，こ

れを取囲んで居る組織も，他の聖賢の幼虫細胞と区別が立たず，OvafiolesのEpithelium

を形成すべき運命を担う部分を確然と識別することは，殆ど困難である。Spermathica

にしても，Poison　sacにしても，或はAcld　glandにしても，或は　Copulatory

pouchにしても，以上の関係は全く同様であって，成虫器官への改変は殆ど抑制され

て居ると見ることが昂来る。このことは，蠣化が携糊されて居る以上，成虫器官である

生殖器宮の発育が抑制されて居るのは將に当然であると見ることが出来るQ
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猟・斬　首　i翼験

　　　1．材料及び方法

　材料としては，結紮実験の艶聞用いたものと全く同様なものを用いたQ

　方法としては，木綿綜で頭部と胸部の閥を結紮し，然る後，頭部を解剖鋏を以って切

断した。結紮した後，頭部を切断した所以は，出血の多量なることを防止する為であっ

て，結紮せずして斬首したものは，出血の為め，全部死亡し，生存したものは！頭もな

かった。

　此の如く手術したものを，22。～24℃の定混器・内に入れ，結紮の場合と同材，湿度に

注意しながら飼育した。　　　　　　　　　　　．

　緩織学的検討も結紮の沖合と同一方法を用いた。三品回数は5園，実験翻計数は493

三体であった。　　　　　・

　　　2ゼ実験結果

　上述の如くにして実験した結果は，第21表に示す通りである。被実験個休493個休の

中，変態に到らずして発死したものは216個体（43・8％），変態したもの277個体（5δ・2

％）であった。変態個体277の中，卵巣に抑制的変化の認められたものは！45個体（52．3

％），卵巣の変化不明のものは77個休（27．8％），卵巣に変化を認めることが繊来なかっ

たものは55個体（19．9％）であった。以上り結果を結紮実験の結果（第ig表）と比較し

て見ると，変態の割合（傷）は劣って居るが，卵巣に抑制門門を受けた割合は，僅少な

がら優って居る。

　　　　　　　　　　　　　　　第　　ユ4　表
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　Fig．100は1！月3日に斬首し，11月23日々こ巣房から取出して，撮影したものである。

図によって明かな様に，胸部及び腹部は，完全に蠣化し，肢及び翅等の胸部附属物も完成

されて居る。然しながら，腹部末端部の変成が抑制されて居ることは，結紮の揚合と同

様である。従って，斬首によって外部生殖器の発育は抑制されると見ることが出来る。

　　　3．組織学的検討

　今，こXで，結紮の場合と同様な組織学的検討を繰返すことは，余りにも冗長に失す

る感があるので取止めることにするが，Ovarloles，　Oviducヒ，　Copulatory　pouch，　S一
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permathicaジAcid　gla鍛d及びPoison鴨。等9）総ての生殖無宮及び刺整器官の発育

が抑制されて屠ることは，顕著な事i実である。このことは結紮によって，頭部に存する

器官からの内分泌物が，胸部乃至は腹部へ循環することを除去するより以上に，完全に

除去するのであるから，生殖器官や刺整器官の発育が抑制されるのは当然のことx考え

られる。

　　　　　　　　　　　　　　珊・一般的考察

　Vespidaeに属する蜂類は，　PoZガs66s属を除けば，概して性的3態，即ち，女王蜂，

働蜂及び雄蜂の区別が確然として居る様である。特に，クロスズメバチ物5勿如16ω∫一

ε∫∫（CAMERON）に予ては，内部生殖器の構造に穿ても，叉外形の点に於ても，将又，

野性の点に撃ても，此の3者を明確に区別することが可能である。而して，元来，女王

蜂も働蜂も性的に等しく『雌』でありながら，此くの如く性的機能に相違を来して居る

のは，何に原因して居るのであろうか。筆著の知る範囲内ではVesp1daeに関する限

り，此の種の分析的研究はない様である。

　桑原万寿太郎博士（194のは，密蜂女王蜂形成要誌1に関する研究を行った。…般に密

蜂に撃ては，若し，1巣内に女三E蜂を歓除した開合，将来働蜂になるべき卵，若しくは

幼虫の住む巣房を増築して，所謂，変性王台を形成し，此を女王蜂に育て上げることは，

密蜂飼育の際，一般に見られる現象であるが，桑原博士は此の現象を分析的に解明した

ものである。今，こ踊こ，桑原博士の研究の結論の2，3を拾って見ると次の通りであ

る。（1），無女王下剃では，働蜂房王台の区別なく，…般に，蓋がけまでの下聞が短縮さ

れる。（2）．正常群働蜂房，無女王群働蜂房，無女王群a個体，無女王群王台とについて，

卵孚化後の時問と1房1時閥当りの給餌園数との関係を調査した結果，無女王群の働蜂房

も，第1回第2回の脱皮に当る時期には，夫々，多少給餌曲線の上昇を見せて居り，無

女王群王台は2壱日目に，特有の給餌曲線の上昇を見せているが，無女王群働蜂では第

3日目の脱皮に際しては由を示さない。（3）．王台に特有な給餌曲線の由は，王台拡張と

壁の増補の始められた直後であるので，この王台壁の構築の始まりが，給餌曲線上昇の直

接の誘発刺戟となるのではないか。（4）．正常群の働蜂の蠣のOvario玉eの数と無女王群

の雌性蠣1のOvario玉eの数とを比較して見ると，後者が非常にその数が多いこと，術ほ，

こxに興味あることは，第1回，第2回の脱皮のときには，寧ろ，後に王台に択ばれた

ものより多くの給餌回数を受け，その後，何等かの原因で，王台の構築が中止され，従

って，第3回目の脱皮のときに給餌の山は表われなかった欄体（無女王群a個体）の蠣

の外形は明かに働蜂でありながら，Ovafiolesの数は24本を示して，正常群の働蜂蝋の

Ovarioles数の平均3に比較して，遙かに多いことである。此くして，女王蜂への決定に

は，第3回目の脱皮の時期の過剥給餌が，不可欲の要因らしい，と述べて居る。（5）・叉

質的な有無については，未だ確証は得られないが，参与する給餌働蜂のβ齢に七重が見

られないところがらみて，特別な分泌物の与えられる可能性は少ない，と述べて居る。

　更に，桑原博士はその第猛報に於て，正常群嗜育働蜂日齢分布，無女王群働房の哺育

働蜂日齢分布及び無女王群王台の哺育働蜂日代分布等を調査し，更に，咽喉腺の細胞学

的研究を行い，その結，果，女王蜂の育成には，特別の腺から分泌される特別の有効物質
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が与えられる・と言ふ様なことはなささうに思はれる，と述べ，結論として，女王蜂の形

成は，卵孚化直後から比較的過剰に給餌され，第3回冒の脱皮のときに，甚だ多量に給餌

されることが，女王蜂決定の要因の如く思われる，と述べて居る。

　此の桑原博士の密蜂女王蜂の形成要因に関する研究に見られる如く，女王蜂と働蜂に

よってOvar量01esの数の異なる様なことは，クロスズメバチに於ては見出されなかっ

た6筆考の観察したところでは，ク・スズメバチのOvariolesは常に，片側6本宛，

計12本のOvariolesによって構成されて居た。只．然し，：再：三述べた如く，女主蜂と働

蜂とでは，そのOvayiolesの発達程度は極度に異なって居ることが認められた。

　V．B．　Wigglesworth（1936）は1～下川∫％sヵ70伽％s（Hemip七era）の実験に於

て，成虫の雌虫が，成肥卵を回暦する撫こは，Corpus　aH就u搬が必要であり，且つ，

T7編07πσの回虫のCorpus　allatumからの分泌物はR勿4甑％sの卵の発育を誘起

する。若し，この分泌物がなければ，Oocytesは栄養細胞Nurse　cellsと連絡して居

る闘は成長を続けるが，その栄養がFollicular　censに吸収されてし窪うと卵細胞は死

滅し，吸収されてしまう。Nymphal　s加geのMoult1n8　hormo箪eは，雌成虫の卵の

発育を誘起しないばかりでなく，塊gform魚g　hormoneは脱皮を誘起しない，と述

べ℃居る。更に，雄成虫のCo塑us　aliatumは附属腺Accessory　9玉andの盤常な活

動に必要である。三門虫のこの分泌物は雌成虫の卵の発育を促進するし，雌成虫のこの

分泌物は雄成虫の附属腺の活動を盛んにすると結論し，Coτpus　aUatum分泌物と性機

能との関係に不可分の関係のあることを論じて居る。

　更に，Isabelle　G．　Weed．（1936）はRemovai　of　Corpora　Allata　on　Egg　Pro．

ducヒion、　iロGfass－hoPPer，雌1απoカ124s　D艀676”海αZ∫sの題名のもとに，　Corpus

aUatumと性機能との関係を研究した。その結果に従えば，　Co単ora　al玉a℃aとEgg

Pエoductionとの三二に関しゴ次の如く結んで居る。邸ち，“The　resu1’とs　obtained　in

the　above　preliminar｝・exp瓠鎧ents，　theτefore，　sugges七that　in伽1碑oρ1％s

4麦1ア6グ留2だαZ∫s，　as　ia　R1304？¢廊5sメ》oZゼ劣2‘s，　the　corpora　allata　are　necessayy　to

貧or塒al　developme妓むof　the　eggs，　and乞hat，　further，　secreと三〇n豆n　the　gla取dular

portioR　of　the　ov1ducts　is　also　influenced　by　the　corpora　allata．”と結論して居

る。Co■pora　allalaに関するV．　B．　W慰glesworthのRlzo4厩％s勿01珈％3を材

料としての実験と，LG．　Weedの漉1碑oρ1％sのが676？痂αZおを材料としの実験と

は，必ずしも完全に一致するわけではないが，（Weed，ユ936．1）roc．　Soc．　exp．　Biol．

a認Med．，　XXXIV．，885．参照），正常卵形成の際に於ける，　Corpoねalla℃aの果す

役割に関しては三々同様な結論に到達して居るものと見ることが出来る。

　さて，こ玉で1筆者の実験結果を考察して見る必要がある。先づ，クロスズメバチ

レ2sρz5Zα1伽∫s∫♂（CAMERON）に於ける，女王蜂と働蜂との，産卵機能に関する検

討を試みて見なければならない。先に述べた通り，姓蜂と働蜂とは，性的に等しく

『雌』でありながら，一・方は産卵能力を持つ女王蜂となり，一一方は通常の揚合，産卵能

力を持たない働蜂となるのであるが，此様な現象を惹起する器官，即ち，Ovaτiolesに

は，構造上如何なる栢違が見られるのであろうか。このことに関しては，先に述べた通り，
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第1に注目されることは，Ovaτio｝esの癸達程度の相違である。即ち，女王蜂のOva－

ridesは極度に発達して碗縫と伸びて居るが，働蜂のOvariolesは，女王蜂のそれに

比較して，その発育程度が甚しく劣って居ることである（Fig．6，8）。第2の忌違点は，

FoHiculaf　ce11sの相違である。即ち，女王蜂：のFoll気cu玉ar　cells（Fig．23，24，26，

27，28及び29）は，一般に核も大きく，その断面に於て方形を呈し，健全な様根に発育

するのに反して，働蜂に於ては，一般に核も小さく，その断面が長：方形を呈し，繊弱な

細胞へと癸則することである（Fig．25，30，3エ，32及び33）。第3の絹違点は卵黄形威に

関する相違である。即ち，女王蜂のOvaf101esの巾には卵黄形成が完全に行われた

Oocytes（Fig．23）を見ることが出来るのであるが，働蜂のOvafi◎1es内のOocytes

（Ffg．25）には，遜常の蝪合，全部が全部，卵黄形成が行われず，謂わば，発育中止の

形になって居るのを観察することである。以上述べた，第2及び第3の点に闘しては～

次に述べる如き関係があるものと思われる。即ち，働蜂に於ては，Fo11三cular　cellsが

健全な発育を遂げ得られない為，Oocyわe内の卵黄形成が遂げ得られないが，女王蜂に

於ては，Fo取。　ular　ce｝夏sが健全に発育を逐げて居るので，卵黄形成も亦，完全に逐

行され，健全に発育した成熟卵がOvafiolesの申に形成されて居るものと思惟される

のである。

　以上の点から考察して，クロスズメバチ比s勿1α～θ漉s魔（CAM露RON）の揚合健

全なる成熟卵を産出する為めにはFollicular　cellsが健全に癸平することが必要条件

である様に思推される。

　次に，Corpoτa　allataの組織学的構造並びにその成長量の消長について老察を加え

て見ることにする。成虫に於てCorpo颯alla籔の三体それ自体が組織学的構造上，活

動的様根を示して居るのは，女王蜂と働蜂であり，雄蜂のそれは，寧ろ，非活動的な様

相を示して居ると見るのが妥当であろう（Fig．54，59及び64）Q而も，女王蜂と働蜂と

では，遙かに，女王蜂のそれが，あらゆる点に嘗て優勢であると見ることが出来る。卸

ち，．幼虫，成虫を通じて，女王蜂9）C・A・抽deXは最大であり，働蜂のそれは，成虫

に於て第2位を占め，幼虫に於ては，雄蜂のC．A．　index，が第2位を占めて居る。

成虫に於けるC．A。　indexの比は，女王蜂：働蜂：雄蜂篇6．78：1．38：1であって，

女王蜂，働蜂及び雄蜂のC◎rpora　a11就aの容積比が如何なるものであるかを察知する

に難くないQ更に，Corpora　allataが，幼虫期末期から踊虫期を経て成虫に至る間の

減少率は，女王蜂：働蜂：雄蜂濡67．7：81．4：90．9であって，女王蜂のCorpora　alla一

搬の減少率が最も小さく，次は働蜂のそれであり，最大の減少率を示すのは，雄蜂の

Corpo士a　allataである。

　以上述べた筆者の実験結果の考察から，若し，Wi認elsworth　（1936）やWee－

d．（1936）が述べる様に，Oocytesの正常な発育にはCorpora　alla㌻aからの分泌物

が必要であるとすれぽ，筆者の℃orpora　aHataの組織学的検討に関する結果が，その

事実を裏書きして居るものと見ることが出来る。恥く考察を進めて来ると，結局，Cor－

Pofa　allataからの分泌物によって，　Follicular　ce玉1sの発育が健全に遂行され，健全

なFoll量cular　cellsによって，卵黄形成が完全に行われ，成熱卯として発育を全うする
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ものと考えられるQ

　以上の考察と符合する研究はWeed－Pfeiffer（！939）のM2Zα2z砂Z欝礎が6γ6難磁Zお

を材料としての研究である。氏に依れば，Grasshoppef（醜伽。伽s4棚θ76％磁1♂s）

に於℃　Oocytesの卵黄蓄積開始までの発育はCo塑ora　allataの有無に関係なく進

・むが，それ以後の発育は，Co工pora　a11説aなくしては起り得ず，　Oocytesは退化吸」収

されてしまうことを述べて居る事である。・この実験結果は，明かに，先に述べたV．B．

Wig9五esw◎rth（！936）や　Isabelle　G．　Weed（1936）の実験結果と一一致するものと

見ることが出来る。

　さて，一般習性の項に述べた様に，密蜂の二合と瞬様，働蜂にも産卵能力を生ずる揚

合がある。即ち，秋9月頃，女王蜂を含めて，巣を採取し，その後に働蜂のみを残すと，

所謂『二番巣』を営造し，残された働蜂のあるものは産卵を開始する二合がそれである。

勿論，この場舎，交尾しない働蜂であるから，産み出された卵は不受精卵である。この

事実と併せ考えるならば，働蜂に於て，卵の発育に関係する内分泌器官が，多少活動的

であることは，將に当然のことの様に思われる。雄蜂のCorpora　allataの分泌物が

Acces◎ry　glandの活動を完全にする為に必要であると言う，Wi認1esworth（1936）

の実験結果を裏付けするに足る資料は，何も持たないQ

　次に，女王蜂幼虫末期の頭部と胸部との聞の結紮実験，斬首実験及び胸部と腹部との結

紮実験は，明かに，生殖器及び刺整器官の発育を抑制することを示して居る。これ等の

点について考察を加えるに先立って，福田博士の家蚕を材料とし七の広範なる研究（19

弊44）を見ることにする。博士はi家i蚕について，斬“首，結紮，Corpoτa　a玉lata及びPro．

thoracic　9玉a鍛d等の摘出，移植等，実に広範は笑験を行った。博士の実験の大部分は

Sleeping，　Mou煽ng，　Maturatio皿及びPupatioR等に関する検討であるが，その中

で，GORadのMaturabi◎且についても言及して居る。そして，その結論として，“1龍

the　sま玉kworm士he　corpora　alla匙a　afe　of　no　importance　for　the　maヒura宅ion　of

the　go照d．”と結んで居る。然しながら，筆者の結紮実験及び斬’置畳験は，明かに生殖

器及び三半器官の発育を抑制して居ることが認められた。換書すれば；頭部内の内分泌

器賞からの分泌物がなければ，生殖器及び刺蟹七宮の完全な発育を遂げることは出来な

いことになる。この：事実を，先に述べた，Corpora　aH就aの組織学的構造やその成長

量の消長等とを併せ考えて見るときに，頭部内の内分泌器宮はCo⑳ora　aliataがそれ

に該当するものであることは，略々確であろう。従って女王蜂の生殖腺及びその関係器

官が良く発達するのに反し，働蜂の生殖腺及びその関係器官が充分発育せず，その機能

を完全に発揮し得ないのは，Corpora　ai至ataの分泌機能に関係をもつものと考えられ

る。即ち，女王蜂，働蜂の性機能の決定には，Corpgra　a1玉ataの分泌量の多少が，そ

の主役を演じているものと思われる。

　最：後に，女王蜂幼虫末期に胸部と腹部との聞を結紮した実験について一書する。この

実験に於ては，頭部と胸部との闇を結紮した個休と異なり，頭部及び胸部は完全に変態

して（K9・100）成虫態を表わすが，腹部は幼虫態のまNである。このことは，変態中

枢が胸部にあることを曙示するものであろう。福田博士（194のは家蚕を材料として
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の研究に於て，1．……，whi茎e　matura毛ion韻d　pupatio鼓are　determined　by　PG　S

without　or　almost　without　the　c◎一〇peratio鍛of　CAS．（PGS＝Prothofadc　gland

substance，　CAS：Corpus　alla亡um　subsむa簸ce）と述べ，更に，4．　The　P「otho「acic

9玉and　conむinues　its　ac短v琵y　even　after　p登pa七ion　and　plays　a鷺imporむan七Part　in

imaginal　d縦erentiation．と述べて居る。この結論と，筆i者の胸部と腹部との閤の結紮・

実験は完全に一致するものである。筆者のこれ丈けの実験三三からすれば，Maturatま011

やPupationはProthracic　glandによって決定され，　Imaginal　di晩τe鷺七iatioRに

於ても亦，Prothoracic　glandが重要な役割を演じて居るものと見ることが出来る。

K．結 論

　1．クロスズメバチ珍3勿ZαZ6z幡露（CAM£RON）には女王蜂，働蜂及び雄蜂の

性的3態があるが，女王蜂と働蜂とは等しく『雌』である。女王蜂は産卵能力を持つが，

働蜂は通常場合産卵能力を持たない。

　2．女王蜂と働蜂との縞違点は（ユ）．女ヨ三蜂の卵纂は，充分発育して居るが，働蜂の卵巣

は発育不充分である。（2）．充分発育したEgg　chamberのFollicular　cellsは女王蜂で

は健全に発育して居るが，働蜂：ではEgg　chamberのFo1玉icular　cellsの細胞の厚み

は増撫するが，非常・に細長い細胞で貧弱さを表わして居る。（3）．女ヨ三蜂のOvaτio玉es中

には卵黄形成が充分行われた，完全に成熟したOocytesを見ることが出来たが，働蜂

のOvafioles中には卵黄形成が充分行われたOocy％tesを認めることは出来なかった。

　3・Corpora　allataは，女王蜂，働蜂及び雄蜂共に，心匠当初より幼虫末期までは∴

その容積を増大するが，蠕虫期にその容積を極度に減少する。その罰合は，女王蜂：働

蜂：雄蜂瓢67．7：81．4：90．9であり，容積減少率は女王蜂が最も少なく，働蜂のそれが

此れに次ぎ，雄蜂の減少率が最も大きい。

　4．蠕虫期に於けるCorpora　aliataの容積減少の結果，成虫1（於けるC．　A．　i且dex

の比は，女王蜂：働蜂：雄蜂瓢6．78：1。38：1となる。而して，女王蜂は幼虫期を通じ

て最大のC，A．　indexの値を持ち，働蜂ぽ成虫期に於て第2位の値をもち，雄蜂は幼虫

期に於て第2位の値を占めて居る。

　5．成虫期の女王蜂，働蜂及び雄蜂のCorp◎ra　alla乞aは，容積の点に於て，女王蜂：，

働蜂，雄蜂の順であるばかりでなく，その組織学的構造上から見た組織の活動性の点に

於ても亦，女王蜂，働蜂，雄蜂の順である。

　6．幼虫末期の女王蜂の頭部と胸部との闇の結紮実験の結果は，胸部及び腹部は成虫

化を起すが，頭部は変態を起さない。

　7．幼虫末期の女王蜂の胸部と腹部との間の結紮実験の結果は，頭部と胸部とは成虫

化を起すが，腹部は変態を起さない。従って変態中枢は胸部に存するものと思われる。

　8．幼虫末期の女王蜂の頭部と胸部との間の結紮実験及び三二と腹部との間の結紮実

験の結果は生殖器及び刺整関係器官の発育を抑制するばかりでなく，それ等器官の成虫

組織への改変を不規則ならしめる。

　9。幼虫末期の女王蜂の斬首実験に於ても，結紮実験の場合と同様な結果を得たQ
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1。　｛1一言己愚解説

A　　；｝工工｝：門．

AC；消化瞥

AG；附属腺（粘液腺）

AL；アルカリ腺（交羅嚢）

AN；触角神経．

AP；Sp歌thaの附属i突趨

AS；．受精嚢の附属腺

AW；消化管壁

B　；：大脳

Bn；上唇に向ふ神経：

C　；複眼

CA；Corpoτa　allata

CB；交i尾i嚢の基部

CDヨ工餓節

C露；表皮｝性皮ll莫

CI　；交尾嚢内陸尋

CL；掘握器
CO；交尾1饗内1轡

CP；交尾嚢

CR；卵殻

CT；結締組紡セ

DE；射鐸量切i声

DP　3毒液の三管：

£　；Epitheliηm
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　露0；spathaの先端開孔

　F　；脂肪細胞

　FC；Frontal　co狙工nissure

　F工丹　鞭毛・趨生糸餅泡

　FO；濾胞細胞

　FR；遊離紬胞

　G　：紳潮脚

　GC；膠細胞

　IL　；内腔

　LM：；縦走筋

　LN；下唇に向ふ神経

　LS；Spathaを包排する葉片

　M；筋肉
　MN；大認に向ふ紳経

　込厘T；マルピギ脾氏管

　M瓦小照に向ふ神経

　N　；核

　頁A；Nervus　corporis　alla艇

　Nc；栄養細胞

　NT；神経組織

　NV；神経索

　NVC；神経細胞

　0　　3卵鐘二

　〇B；｝諭卵管の基；部

　OC　；00cytes

OCT；単眼

　OD；輸卵管
　CG　；　Oogoniu王〕ユ

　OP；1叢卵管（i塑i剣D

　P　；毒嚢

　PG；毒腺

　PI　；雑嚢内層

　PO；毒嚢外｝轡

　PR；食道側神経球

　R　；放射状に走る結締組織

　RN；環状筋

　S　；精虫

　SB　；食：1首下神経王求

　SC　；分泌紬i胞

　SCSち分ミ必嘆勿

　SE　；S・per憩at◎cytes

高松好：文 No．2
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SG　；Sagitta

S1　；受精嚢内幕

SL；縫合線

SM：；単滑筋

SN；唾腺に向う神経
SO　；受薪彗饗i夕トノ韓

SP；Spatぬa

SPS；Spathaの両側突起

葺S；ド整飼を藏する鞘

ST；受精嚢

STG：整剣

STI；蝶釣節

srrM；食道

「T　；睾丸

TF；畢丸小胞

TM；横絃筋

TP；Spathaの先端
．TR；気負：穿

TS；気嚢

T？；端縫

u　；子宮

V　；膣

VD；Vas　defere1｝s

V建；Vasa　efferelltia

VP；陰板

VS；貯精嚢
Y　　；’卵黄穎粒

IB　；第一大脳

2B　；第二大脳

IV，2V，3V，4V；鏡1，第2，第3，第4陰板．

　　　　2，図版解説

Fig．　Lクロスズメバチの営巣する樹洞・

　　　　　　1946年9月13ε｛駒ケ嶽；〉｛ヒ御所（海抜120G米）にて撮影・

F圭9．

Fig。

Fig．

F三9．

Fig．

Fig．

Fig。

Fig．

　2．雄蜂の生殖器及びi交尾器，背面図・

　3．雄蜂の交尾器，腹磁図

　4．雄蜂筑7腹節背板・

　5。Spathaの腹面拡大図

　6．女王蜂の生殖器，交尾器並びに刺蟄関係器官・

　7．女ヨ三蜂の受粘嚢の拡大図

　8．鋤蜂の生殖器，交隠器並びに刺整濁係器管・

　9・働蜂の整剣及び陰板の腹面図，
9
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Fig。

Fig．

F三9．

Fig．

Fig。

Fig．

Fig．

．Fi葛．

Fig。

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig、

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig。

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．
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10．睾丸小胞（孚e3ticular　follicules）末端部の横断1頭・’×540・

11．寒プL小胞の小面精管（Vasa　effereRtla）に高なる部分及び輸精管（Vas　deferens）

　　に通ずる部分の自室國．×180．

ユ2．羅丸小胞の小輸無謬管（Vasa　effere簸tia）にミ鍾ずる部分の拡大園・×4／0・

13．輸精管の横断薄1譲・x240・

14・貯精嚢i（VesiCula　se皿illalis）の縦断灘図・x50・

ユ5・附属腺（Accessory　giand）横断禰図・×240・

16・離i蜂腹部：末端書i≦の横断面図・×50・

17・射精管（Ductus　elaculatorius）の横断1類図・×450・

18・雄蜂交尾器（Male　genitalia）の横断颪図・×60・

珍・Spathの先端部横断τ函図。×2GO．

20．女三E蜂：威虫の腹部横断面図，特に卵巣（Ovary）4）湖≦分を示す・×ε0・

2i・女王蜂成虫の卵災小管（0・a・i・1e・）の縦断爾図・卵母糸田胞（0・cytes）・栄養継｝泡

　　（Nurse　cells）並びに濾懸蜀胞（Follicle　cells）の形成過程を示す，×220・

22．女王蜂戒虫の卵巣小管中央部の横断雪1図・Oocyteは明かに分化し居るも，栄養細胞

　　．及び濾胞細胞の分化は明かならず。此等の1判大形の核を有するものは栄養細胞に，小

　　形の核を有するものは濾胞細胞に夫々糞育分化する。×540・

23．女王蜂成虫の卵巣小管内にて，完全に莞育せるOocyteの横断薗図・反核側に卵黄穎

　　粒．多く，核側に卵黄穎粒少なし・×140・

24．女王蜂卵巣管基部近くの横断面図．威熟しつΣある2ヶのOocytesを示す・x2CO・

25・働蜂成虫の卵巣小管の横断面図・×180・

26．27，28及び29．女王蜂成虫の卵巣小管内に於けるOGcytesの発育に伴ふ濾1｝勉細胞

　　の発育変化を示す，Fig．27は図中最も老熟せるものであっ℃Fig・27，　F玉9，28，

　　Fig．29と次第に若齢のものを示す，×540．

．39，3！，32及び33．働蜂成虫の卵巣小管内に於けるOocytesの発育に伴ふ濾胞細胞の発

　　育変化を示す。Fig．30は最も老熟せるものであって，　Fig．31，　Fig32，　Fig・33と次第

　　に若齢なるものを示す，×540．

34・女王蜂威虫の輸卵管及び受綿嚢の横断面図．x90．

35・働蜂成虫の交尾嚢の横断面図．先端部が横断され，基部より横断部に輩るまでの部分

　　が縦断されて居る。×40．肺

36・女王蜂成虫交尾嚢先端部横断薩闘．x90・

37・女王蜂成虫交尾嚢横断面一部拡大図．×3ε0・

38・女王蜂成虫の毒腺の縦断及び横断面図・x2GO・

39・　女三E毒筆巨気虫毒曇璽1横断面図．　x50．

40・女ヨ三蜂成虫の毒嚢及びその附近の断織図．x50．

41・幼虫の食道側腺（Corpora　aUata）の位眠を示す・（梢々模式的）

42・幼虫後頭部断面図，食道側神経球（Pha　ryllgeal　ga勲glion），食道側腺（Corpora

　　a互lata）及び食道下御三球（SubcesoPhagea「9anglio11）を含む平闘にて劉断さる。

　　×65．

43・女王蜂の大脳及びその附近の解魏図・（胸部側より観察）．約×三3．

44・女王蜂の大脳及びその附近の解剖図．《四面より観察）．約×コ3．

45・倒蜂の火脳及びその附近の解剖図．（胸音ll側より観察）．約×14．
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Fig。46．働蜂の大脳及びその附近の解調図．（前磁より観察）・約～く14ド

Fig・47・雄蜂の大脳及びその附近の解剖図・（胸部側より観察）・。約×14・

Fig・491雄蜂の大脳及びその附近の解点図．（箭面より観察）・約x14．

Fig・49・女王蜂成虫の後頭部横断面図．食道側腺．食道下御経球及び食道側神球の一部を含む

　　　　　平面にて切断さる。x65。

Fig・5G・女王蜂第一齢幼虫の食道側腺横断藤図・x17G。

Fig・51・女王蜂第二齢幼虫の食道側腺横断附図・×179・

Fig・　52・女三E一個i三齢幼虫の食道側腺横断面図・×170・

Fig・　53・女三周忌第脳弓幼虫の食道側腺横断薫i図・×170・．

Fig，　54・：女王成虫の食道狽1腺縦断圃図．×450・

F19・55・働蜂第一齢幼虫の食道側三二断面図・×170・

Fig．56．働蜂篤二齢：幼虫の食道側腺縦断三図・×170・1

Fig・57・働蜂筑三山幼虫の食道側腺縦断闘図・x170・

Fig・h58・働蜂鼠戸齢：幼虫の食道側腺縦断薦図・×170・

F膳　59・働蜂成虫の食道側腺縦断測図・×450・

Fig・　60・雄蜂第一晶晶幽の食道側腺横断爾図。×170．．

Fig，6L雄蜂第二齢幼虫の食道側腺横島面図・（稽々斜に切断さる）・×17◎・

Fig．62・雄蜂二三齢幼虫の食三三腺横断面図・（二目斜に切断さる）・×170・

Fig．63・雄蜂篤四齢幼虫の食道側腺縦断三図・×170・

F19・64・雄蜂成虫の食道側腺縦断面図・×450・

Fig．65．球9．66．及びFig．67．10月31日幼虫末期の女ヨ三蜂を頭部と胸学キilとの開及び胸部と腹

　　　　　部との間で結紮せるものを結紮直後撮影せるもの

Fig．68．飼育用定温器中にて，幼虫末期の女王蜂より回虫化せるもの（無手術）

Fig・69．10月31日幼虫末期の：女王蜂を頭部と胸部との聞で結紮し，11月18日巣房より販り禺し

　　　　　て撮影せるもの

F玉9．70．Fig・71及びFig．72．　Fig．69に示すもの瓦中の1個体を択び，特に倶｝1面，背面及

　　　　　び腹面より描写せるもの。×5．

Figド73．10月31日幼虫末期の女王蜂を胸部と腹部との1熱1で維回し，11月18臼巣房より取り出し

　　　　　て撮影せるもの。

Fig．74．結繭後5田（io月26回忌の女王蜂蠕の願部と胸部との問を結繁し，糸霧紮後i5艮（11月

　　　　　10鴎豪携より坂り出して晶群せるもの・

Fig．75．10月31闘幼虫末期の女王蜂を，頭部と胸部との間で結紮し，エ0月18剛潟定せるものx

　　　　　卵巣小管の基部横断面図．x70．

Fig．76．10月21日幼虫末期の女王蜂を頭部と胸部との開で結禦し，11月7臼嗣定せるものΣ卵

　　　　　噛巣小管の基部横断面図8x450。

Fig．77．10月21日幼虫末期の女王蜂を頭部と胸剖≦との間を結紮し，11月7E｛關定せるものの卵

　　　　　巣小管中央部（末端近ク）横断覆i図・×630・

F三9、78．Fig，76と岡一一物を，100倍の倍率を持つレンズを用いて撮影せるもの。6本の卵巣小

　　　　　管が横断され，その右側に消化管表わる。

Fig．79・Fig・78と岡一物を，特に，横断された卵巣小管の部分のみ・400薇の倍率を持つレ’ソ

　　　　　ズを用いて撮影せるもの
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．Fig。

Fig．

Fig．

Fig。

Fig．

Fig．』

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig．

Fig・

Fig・

Fig，

80．F量9．75に示す実験区に対する標準区の個体の卵巣小後筆縦断薩図・×280・

81．Fig．80に示すもの玉一部分を特に拡：嚇せるもの・×450・

82・Fig・80に示すものを，100倍の倍陣を持つレンズを用いて撮影せるもの！

83．Fig。82に示すものを，400倍の倍率を持つレンズを用いて撮影せるもの

84，10月31日幼虫末期の女王蜂を，頭部と施部の問で牽吉紮し，11月18日劃定せるものx翰

　　卵管壁一部拡火図・×45G・

85．Fig．84に示す実験区に対する標準区の欄体の輸卵後野壁拡大図・×630・

86。10月3！日幼虫末期の女王蜂を，頭部と胸部との購／で結紮し・11月18日閲定せるものx

　　腹部宋端部の縦断甑1図・k5◎．

　　期中に毒嚢，受精嚢，輸卵管，憲嚢を外界に導く管及び脂肪紬胞等表わる。

87．1G月31日幼虫末期の女王蜂を，頭都と胸部との問で恭；1紮し，！1月18日編定せるもの』

　　謹嚢壁拡大図．×630．

88．Fig．86に示すものを，1CO倍の借率をもつレンズを／・目いて撮影せるもの。

89．Fig．86に示すものL中，毒嚢及び妥騨1嚢の部分を，4eo倍の倍率を持つレyズを用い

　　て撮影せるもの。

9ひ．Fig．85と同一個体（結紮個体きこ対する標礁飼）の輪編及び毒腺の断磯図・×70・

9エ．Fig．93に示すものx毒嚢壁一部拡大図・x450・

92．Fig．90に示すものと同一個体の切片を，　iG・り倍の催率をもつレンズを以って撮影せる

　　もの，毒嚢，同輸管及び交尾嚢の一部表わる。

93．F三9．92に表われたる毒嚢及び「類輸管を郵0倍の倍率をもつレンズを用いて撮影せるも

　　の。毒嚢の内騒外閣及び脂肪；頚粒表わる。

94．10月31E；幼虫末期の女王蜂を頭部と胸都との閲で結紮し11月18E｛闘定せるものX受

　　精嚢壁の一部分拡大図．×450．

95。エ◎月3り日幼虫末：期の女王蜂を顛部と胸部との間で結紮せる笑験個体に対する標準個体

　　の受精嚢壁の一部分拡大図・×540・

96．10月31El幼虫末期の女王蜂を頭部と肱部の闇で藻吉如し，11月18臼固定せるものx面傷

　　下髪縦騰1〒薩図．　×630・

97．Fig．95に示ぜるものと問一個体（標準個体）の交尾嚢縦断薗図。×200・

98．Fig。97に示せるもの（標準個体）の交尾嚢壁の一回分拡大図。×540．

99．Fig。97に示せる交罵嚢の縦臨壁（標準個体）を40C倍の儂率をもつレyズを用いて撮

　　肥せるもの

Fig，1GO．11月3日幼虫家期の女王蜂を斬薗し，11月23日に巣房より籏り出して撮影せるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Resume　　　　　　　　　．

　Studies on the Mechanism of the Determination of the

　　　　Sexual function in Vespula lowisii (CAMERON),

　　　　　　　　　　　　　（Hymenoptera, Vespidae）.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　Yoshifumi　TAKAMATSU．※　　　　　　　　　　　　・

　　　On　the　social　wasp　are　three　moτphologica1鍛dψysiological葦orms

　sexually；the　quee轍，　the　wQrker　and℃he　droRe．　The　queeh　a簸d　the

　　workeτaτe　the　fema夏e　on　the　sex，　and　the　former　has　the　faculty　of　the
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    ovi'position but the latter has not, usually. By what mechanism is

    determined £hisdl££ereRce between them? The present writer caTried out
                                              -    these studies to so}ve the above mentioned question, and the results

    obtained from it will be summarized as follows ;

  1. 0n YesPasla letvisii (CAMERON) are the three morphologicai and

    physiologica} forms sexgally; the queen, the worker and the drone.

    The queen and the worker are the 'female on 'the sex. And the former

    has the faculty of the oviposltion, but the latter has no't, usually.

  2. The differences baveween the queen and the worker on the rnorpheiog-

    ical points of the ret, .r. oductive organ are as 'Eol}ows :

    (D. The ovaTy of th'e queen grows so well, but the worker's (loes

    not well. (ii). The £o}licttIar celis in the egg chamber of the queen aTe
    obseTved as"growing in powerful, bgt the wo;ker's cto not grow in

    powerfu} as in the case o£ the q"een's foiliular cells : In the sections,

    the queen's 'fiollieular cells are seen as square ce}ls and the nziclei are

    large and powerful, buttheworker'.s follicular cells are seen as rectangle

    cells and ehe nuclei a're smal} and feeble as the whole. (iii). In the

    queen's ovarioles are the matuerated oocytes with yolk granules, bu't ln

    the worker's can not see the oocyte 'performed the yo}k 'formation.

  3. Th'e corpora a}lata of the queen, the werker and the drone are grewing

    from the stage of the hatching XLo the last pare of the }arva, but ln the

    pupal stage, the gorpoera allata contract into the small volumes, And the

    ratios of contrac'tedness are as 'So}lows ; queen : workeer : drone==67. 7 :

    81.4:90.9. From,this result, the dyone's corpus alla'tum has the largest

    rate of 'the cen'tractedness, in tihe second p}ace is the worker's, in the

    thierd place is the queen's.

  4, By'the resul't of the contrac'tedness in 'the pupal s'tage, the ratios of .

    the C. A. Inclices o'fi the imagos become as fo1}ows ; queen : worker :

    drone==:5.78:l.38:l. The queen's corPus alla'tgm has the largest C.

    A. inddex at the larval and imaginal stages, 'the drone's takes the

    second place o'E the C.A. !ndex at the larua} stage, the worker's takes

    the second place o'f the C.A. index at the imaginal stage.

  5. Not on}y from the view poin'b of the C.A. index, in t'he imaginal
    '                                        '            '    stage, but also on the histologicai structyre the activities of the corpora

    allata are in order of the queen, the worker ,and the drone. And

    in the imagina! stage tke ce}1 boundary of the corpora alla'ta can not

    a}most be recognized. The ,nuclei in the corpoTa ai}a'ta of the queen and

* Assistant Professor of Entomelogy, Faculty of Agriculture, Shinshu University.
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    the worker are iarge and irregular in their shape. ABd in generai, the

    corpus allatum of the.qtteen appears as if ･the most powerfu}, the next is

    the worker's and [.in lthe corpus allatttm of the drone the nuclel are

    small and round or e!liptical in theix shape. Thus, the activlty of the

    corpus al}atum of the drone seems as if the most feeble.

  6. The results of the liga'tion be'tween tke head and thorax of the larval

    queen of the !a$t stage are as follows; 'the thorax aRd the abdomen

    metamorphosed into the imaginal character, but the head comes toa

    halt in the larval characLLer.

  7. The results o£ the liga･tion be'tween the ･thorax and abdofnen of the

    Iarval queen of the last stage are as follows; the head and thorax

    metaxnorphosed in'to tke imaginal character, but ehe abdomen came to

    a halt in the larval character. So 'that ieappears so as the metamorphic

    center is in the thorax.

  8. By the ligations between the kead and the thorax, the thorax and the

    abdomen of ehe larval queen of the last stage, the developments of the

    reproductive organ and the organs belong to the. sting are sttppressed

    and the changes into the imaginal tlssues become in irregttlar.

  9. The results of the decapitation of the larval queen of the }ast stage

    are the same that of the iigation of 'the lar/val queen of the last stage.

  10. By the above mentloned resuits, it appears as if the difference on

    the sexual-fu4cti6n between the queen and the worker wM be decided by

    the strength of tke secretive activity of the corpus allaum.
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